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特集 まちづくり協議会
あなたのまちの

写真：10月 17日に長善館で開催された、粟生津地区協議会主催「子ども
達の長善館の講座体験と学習成果発表会」の様子です。先生は羽織袴を、子
ども達は浴衣を着て受ける講座の風景は、まるで江戸～明治時代にタイム
スリップしたかのようです。※古い写真に見えるように加工してあります
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「
ま
ち
協き

ょ
う」
と
い
う
名
前
で
親
し

ま
れ
て
い
る「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」。皆
さ
ん
は「
ま
ち
協
」の
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
？

　
平
成
27
年
11
月
現
在
、
燕
市
内
に

は
、12
の「
ま
ち
協
」が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ち
協
は
、
皆
さ
ん
の
住
む
地
域

の
い
ろ
ん
な
課
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
規
模
で
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
で
活
動
す
る
各
種
団

体
・
組
織
が
単
独
で
対
応
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
課
題
や
問

題
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
自
ら
が
協
議
し
、
自
ら
の
力

で
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
自
立
し
た

地
域
づ
く
り
を
行
う
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
」
な
ん
で
す
。

　
各
協
議
会
が
、
お
互
い
に
課
題
や

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
活
動
を
全
市
的
な
取
り
組
み

へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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吉田地区まちづくり協議会

会長 濵
は ま だ

田敏
と し こ

子さん

活動地域：吉田小学校区

吉田北まちづくり協議会
活動地域：吉田北小学校区

会長 濵
は ま だ

田勝
かつひと

人さん

※設立順に掲載しています。

　吉田北まちづくり協議会は、吉田北地区の自
治会をはじめ、ボランティア団体である吉田
北
ほくゆうかい

友会、保育園保護者会、小学校 PTA、北地区
老人会、民生児童委員で構成しています。今年度
の新規事業である「方言を話そう」は、ご当地ヒー

ロー「方言戦隊メテオレンジャー」が、方言を使い楽しく表現しながら、「社会問題」
を取り上げて、地域のみなさんと一緒に考えていくことを目的に実施しています。
　さまざまなイベントに「方言戦隊メテオレンジャー」が参加することで、事業の枠
や世代を超えた交流をしていきたいと考えています。ご当地ヒーロー「方言戦隊メテ
オレンジャー」は、誕生したばかりです。まだまだ、課題も多いのですが、レンジャー
をはじめ、プロジェクトチーム一同、楽しみながら頑張っています。これからも、もっ
と皆さんに愛されるよう努力していきます。

　吉田地区まちづくり協議会は、「笑顔あふれる
まちづくり」をモットーにして、住んでいる人が
互いに顔見知りになり、声をかけあえるまちを目
指しています。左下の写真は、当まち協の活動地
域内にある、登録有形文化財「今井家住宅」につ
いて、ご当主の今井さんから講演をいただいた時
のものです。こういった文化講演会のほかに、
12 月 24 日㈭には、「サンタがやって来た」や、
来年３月 13 日㈰には「伝統文化コンサート」を
開催予定です。
　笑顔あふれるまち　笑い声がひびきあうまち　
　　　　　　助けあいができるまち
を、力をあわせて実現しませんか。

粟生津地区協議会
活動地域：粟生津小学校区（溝・溝古新を除く）

吉田南地区協議会
活動地域：吉田南小学校区

　子どもから高齢者層までの幅広い世代を対象と
した事業に取り組み、住民の協力を得ながら、参
加意識の高揚を図っています。毎年実施している

「粟生津まつり」や「粟生津の賽
さい

の神」といった地
域の伝統行事の継続のほかに、今年はこの広報つ
ばめの表紙にもなっている、「子ども達の長善館
の講座体験と学習成果発表会」も実施しました。
写真は、11 月に開催した防災避難訓練の様子で
す。実際に釜を使って炊き出し訓練を行いました。
　今後も、地域の歴史を中心にした取り組みと、
住民向けのアンケート結果に基づいた、地域住民
のニーズに応えた支え合い活動を推進していきま
す。

会長 星
ほ し の

野昭
しょうえい

英さん

　吉田南小学校との密接な連携、協力で、学校
田の実施、子どもの見守り、地域のお年寄りとの
交流会などを行っています。地域の１４自治会か
ら、物

ぶっしんりょうめん
心両面で多くの協力をいただき、地域の活

性化を図っており、「わくわくスポーツフェスタ
2015」は約 800 人の皆さんが参加して楽しみました。写真は、ラジオ体操の様子
です。この後、各種目で快い汗を流しました。今後は、「人づくり講演会（食育や運
動について）」を、吉田産業会館にて予定しています。
　吉田南地区協議会では、今までの行事内容を進化させて、さらに地域の融和と発展
のためになるよう地域の皆さんと相談し、実行していきます。
　吉田産業会館で行う当協議会の行事、催しに、ど～ぞおいでください！！

会長 田
た な べ

辺光
み つ お

夫さん



まちづくり協議会の規模は、

自治会＜まちづくり協議会＜市
です。

　
自
治
会
は
、地
域
に
強
い
活
動
基

盤
を
も
つ
団
体
で
す
。

　
燕
市
は
、法
律
に
基
づ
く
事
業
や

学
校
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、公
の

行
政
を
こ
れ
ま
で
同
様
に
責
任
を

も
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
協
は
、住
民
が
自
主
的
に
運

営
す
る
と
い
う
点
で
は
自
治
会
と
同

じ
で
す
が
、
自
治
会
だ
け
で
な
く
、

民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
年
会
、
商

店
会
、
老
人
会
な
ど
、
地
域
の
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
団
体
で

す
。

　
燕
市
の
ま
ち
協
は
、お
お
よ
そ
小

学
校
区
単
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。右

の
式
を
見
る
と
、小
学
校
区
も
ち
ょ

う
ど
真
ん
中
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
よ

ね
。ま
ち
づ
く
り
に
も
ち
ょ
う
ど
い

い
規
模
の
よ
う
で
す
。

　
燕
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」

「
地
域
で
で
き
る
こ
と
」「
行
政
が

す
べ
き
こ
と
」と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
分
担
し
な
が
ら「
協き

ょ
う
ど
う働」

と

い
う
手
法
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
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会長 小
おやなぎ

栁保
や す お

男さん

活動地域：小中川小、松長小学校区

燕第一地区まちづくり協議会
活動地域：小池小・大関小学校区

会長 笹
ささがわ

川常
つ ね お

夫さん

　自治会と地域住民の力をお借りし、地域の絆を
深める事業をより多く取り入れて交流を深めて
います。今年度より、地域の中学校が取り組んで
いる「糸

いとはん
半プロジェクト」に協力し、中学校と絆を深

める事業を展開するとともに、来年実施する小中
学校と共同で行う合同防災訓練をどのように進めたらよいか協議を開始しています。
　来年 2 月 20 日㈯に「つばめっ子かるた大会」を開催する予定です。1 月になりま
したら関係小学校・保育園に開催をご案内しますので、ぜひご参加ください。
　今後も地域の交流を深める地域交流事業、地域防犯パトロール、地域の合同防災訓
練、お助け相談所などの事業をより地域に根差した事業としていきたいと思います。
　地域の皆さんが交流し、絆を深め、良い地域にしていきましょう。また、まち協の
事業に多くの皆さんから参加して頂きたく、お願いします。

　燕北地区まちづくり協議会では、当まち協ならではの継続性のある事業を多く実施
しており、たくさんの地域の皆さんから毎年参加してもらっています。例えば、「防
災活動（被災地視察、被災地ボランティア）」「花いっぱい運動」「レインボー体操教室

（月２回実施）」「地域の絆 人と心をつなごう（旧
電鉄跡地でＴシャツアート展）」「史

し せ き
蹟街道ウォー

キング ( 先人の育んだ路
みち

に想いを込め、文化歴
史をたどる」を実施しています。来年 3 月には、
昔からのもちつきを体験し、その風習を子ども
たちに伝える「もちつき食文化伝承」と、草履
作りを伝える「布草履作り」を開催する予定です。
　特徴のある活動を今後も行っていきますので、
地域の皆さんの積極的な参加をお願いします。
　

活動地域：燕西小学校区

燕第二地区まちづくり協議会
活動地域：燕南小学校区・東町・小高・佐渡・日之出町

　燕西地区まちづくり協議会は、燕西小学校区を
中心とした 11 自治会で、市街地、農村地、新興
住宅地からなります。児童支援活動や文化祭、健
康づくり、高齢者交流会、花植え、防犯チラシ配
付などの活動を行っています。写真は、キッズス
タンプラリーの様子です。
　1 年の活動は、11 月に開催した文化祭で、ほ
とんどの活動は終わります。来年度もイベントな
どは回覧板を使って地域の皆さんにお知らせしま
すので、多数の方の参加をお待ちしています。

会長 宮
みやざき

崎晴
は る お

雄さん

　住民同士の連帯感を深めるために、「総務」「安
全」「生活」「交流」の 4 部会が積極的に協力し
合い、安全で住みよい環境作りと明るく元気な
「まちづくり」を目指して活動しています。
　当まち協の広報誌「ふれあい」も第 38 号と
なります。イベントの開催案内のほかに、事業報告や参加者の感想や写真などを含
めて、定期（年４回）に情報発信していますので、目を通してください。
　活動に参加するのは少し面倒だと思う方が多いと思います。地域との垣根は気持
ちの中で作られてしまいますが、多くの「ふれあい」は絆を深め、防犯や防災にも
役立ち、地域生活を楽しく豊かにしてくれます。私たち役員も 10 年間、地域の方々
と試行錯誤を繰り返しながら成長させていただきました。まだまだ至らないことも
多いですが、今後ともご協力願います。会長 井

い じ ま

島正
しょういち

市さん

燕北地区まちづくり協議会燕西地区まちづくり協議会



まちづくり協議会があると、
いいことたくさん。

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
組
織

し
、
各
種
団
体
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
期
待
で

き
ま
す
。

地
域
に
つ
な
が
り
や
連
携
、
一

体
感
が
生
ま
れ
、
地
域
の
事
業

運
営
な
ど
が
円
滑
に
な
る
。

福
祉
、
防
災
・
防
犯
な
ど
、
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
心
配

事
、
要
望
・
希
望
に
対
し
、
構

成
団
体
の
特
性
を
活
か
し
、
行

政
で
は
行
き
届
か
な
い
き
め
細

か
な
事
業
の
実
施
が
で
き
る
。

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
各

種
団
体
単
独
で
は
難
し
く
な
っ

た
活
動
を
、
連
携
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
人
が
一
番

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
住

む
地
域
が
、
安
心
・
安
全
で
住
み
や

す
く
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
ま
ち
に
な

る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
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会長 白
しらくら

倉與
よ し じ

志司さん

活動地域：分水小学校区

分水北地区まちづくり協議会
活動地域：分水北小学校区（四

し か む ら
箇村を除く）

会長 竹
たけうち

内孝
こ う た ろ う

太郎さん

　分水北地区まちづくり協議会は、集落間の距
離がありますが、住民同士の交流を密にして、
事業に参加し盛り上がっています。いつも「やあ
やあ来てよかったね」の声が聞かれます。
　設立から 10 年経ったので、今後はまちづくり

の中心になる年代の人たちと、新しい活動を考えていきたいと思っています。
　地域の皆さん、いつもご参加、ご協力に感謝しております。これからも参加いただ
き、そしてまちづくりの新しい活動への提案をよろしくお願いします。自然豊かなふ
るさとを守りぬきましょう。

　分水小学校区まちづくり協議会は、46 自治会の集合団体です。講演会やレクリエー
ション、写真の「認知症見守りサポーター講座」などの認知症関連の事業を、地域
住民の要望を取り込んで行っています。そのほか、「子ども見守りボランティア」「国

道 116 号から分水市街地入口の花壇の維持管
理」「福祉の交流会（施設訪問）」「郷土の歴史に
ついての学習」「つばめっ子かるた大会」なども
行っています。
　地域住民社会の活動を通して、住民同士の連
帯感を深め、思いやりの心を育て、安全で住み
良い環境づくりと、明るく元気なまちづくりの
推進を目的にしています。
　まち協の事業にお気軽に参加をお願いします。

活動地域：島上小学校区

四
し か む ら

箇村まちづくり協議会
活動地域：佐善、牧ケ花、溝、溝古新

　島上地区まちづくり協議会は、熊森と横田の 2
つの自治会からなっており、出来るだけ一緒に活
動が出来るようにしています。
　毎朝、小学校の登校時の交通安全、見守りを実
施しています。
　今後も、2 つの地区が一致団結して進んでいけ
るようにしたいと考えていますので、まち協の事
業にご協力宜しくお願いします。
　来年の 1 月 23 日㈯に、「もちつき大会＆分水
太鼓」の共演を予定しています。地域の皆さん、
ぜひご参加ください。
　

会長 西
に し の

野忠
ただし

さん

　四箇村まちづくり協議会は、燕市のまち協の
中で唯一、合併前の地域（旧吉田町・旧分水町）
にまたがって設立されています。
　主な活動は、年 2 回のクリーン作戦、毎秋の
敬老会、そして 3 年前から行っている歴史編

へんさん
纂

などがあります。歴史編纂は、この地域の成り立ちを、約 400 年前までさかのぼっ
て研究しています。
　また、来年 1 月中旬には、毎年恒例のもちつき大会を開催予定です。写真は今年
のもちつき大会の際に行った「かき初め」です。地域内にある書道塾のご協力で行っ
ています。
　これからも、よりよい地域づくりのために、地域の皆さんからのご協力をよろし
くお願いします。
　

会長 小
お が わ

川廣
ひ ろ み

美さん

分水小学校区まちづくり協議会島上地区まちづくり協議会
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平成27年度予算の
執行状況（９月末現在）を
お知らせします

●問い合わせ
一般会計・特別会計

・ ・ ・

企画財政課財政チーム　☎ 0256・77・8356（直通）
企業会計（水道事業）

・ ・ ・

水道局（燕庁舎）　　　　☎ 0256・64・7400

●平成27年度一般会計予算の執行状況
（平成27年9月30日現在）

※収入額から支出額を差し引いた額がマイナスの会計がありますが、これは会計間での資金の融通や基金からの繰り替えで運用を行っ
ています。

会計名 予算額 収入額 収納率 支出額 執行率

国民健康保険 91億8,748万円 34億9,418万円 38.0％ 38億7,767万円 42.2％

後期高齢者医療 6億9,941万円 2億1,874万円 31.3％ 2億4,732万円 35.4％

介護保険事業 83億8,259万円 35億6,927万円 42.6％ 31億1,787万円 37.2％

公共下水道事業 41億3,118万円 2億2,666万円 5.5％ 10億6,023万円 25.7％

土地取得 9億3,522万円 4億3,115万円 46.1％ 　　ー 0.0％

合計 233億3,588万円 79億4,000万円 34.0％ 83億 309万円 35.6％

●平成27年度特別会計予算の執行状況（平成27年9月30日現在）

今年度中に市に入ってくるお金や使うお金が、
９月末現在でどのような状況になっているのかをお知らせします。
負担金や使用料・手数料など、歳入の確保に努めるとともに、
歳出では効率的な執行を図りながら、財政の健全化に努めていきます。
市では今後も、「市の財政が今どのような状態にあるのか」を市民の皆さんへお知らせし、
市政への理解を深めていただくため、定期的に「財政事情の公表」を行っていきます。

民生費

教育費
20億7,497万円
49億7,994万円

公債費
35億9,188万円
78億1,212万円

土木費
  5億7,795万円
42億7,493万円

総務費
9億9,946万円

33億3,788万円

商工費
17億4,200万円
29億3,906万円

衛生費
13億      644万円
31億4,634万円

消防費
8億2,683万円

17億1,506万円

農林水産業費
 4億      674万円

11億6,459万円

その他
  1億5,418万円
 4億4,887万円

32.0％

46.0％

41.7％

13.5％

29.9%

41.5％

59.3％

48.2％

34.9％

34.3％

地方交付税
43億6,587万円
69億4,241万円

国庫支出金

諸収入
  1億3,660万円
22億   949万円

県支出金
  4億5,117万円
21億6,473万円

地方消費税交付金
 9億3,474万円
14億5,000万円

繰越金
13億7,726万円
13億7,726万円

その他
  7億4,442万円
17億7,297万円

56.3％

20.5％

62.9％

40.2％

6.2％

20.8％

0.0％

64.5％

100.0％

42.0％

歳入
169億5,238万円
401億7,284万円

42.2％

37.3％

歳出
149億9,258万円
401億7,284万円

区分名
収入・支出済額
予算現額

■は収納・執行率（％）

グラフの見方

市債
 18億7,456万円
91億5,537万円

歳
入

歳
出

※消費税および地方消費税抜き

借　方 貸　方
項　目 金　額 項　目 金　額
営業費用 5億4,373万円 営業収益 7億1,721万円

営業外費用 3,263万円 営業外収益 5,878万円
特別損失 0万円 特別利益 0万円

上半期
純利益 1億9,963万円

合計 7億7,599万円 合計 7億7,599万円

●損益計算書（平成27年4月1日〜9月30日）

●企業会計（水道事業）

借　方 貸　方
項　目 金　額 項　目 金　額

固定資産 125億3,414万円 固定負債 23億2,934万円
流動資産 17億3,725万円 流動負債 2億6,384万円

繰延収益 19億2,750万円
資本金 65億2,138万円
剰余金 31億9,933万円

（うち上半
期純利益） 1億9,963万円

合計 142億4,139万円 合計 142億4,139万円

●貸借対照表（平成27年9月30日現在）　

●基金の状況（平成27年9月30日現在）

基　金 現在高 市民1人当たり
財政調整基金 39億8,245万円 48,684円

減債基金 4億7,726万円 5,834円
その他特定目的基金 12億   520万円 14,733円

土地開発基金 1億3,433万円 1,642円
その他定額運用基金 140万円 17円

その他基金（特別会計） 1,786万円 218円
合計 58億1,850万円 71,129円

※市民 1 人当たりは平成27年 9月30日現在81,802人で計算

会計名等 現在高 市民1人当たり
一般会計 479億4,089万円 586,060円

公共下水道事業特別会計 210億3,768万円 257,178円
水道事業会計 24億6,201万円 30,097円

一時借入金 0万円 ー
合計 714億4,058万円 873,335円

●借入金の状況（平成27年9月30日現在）

○流動資産とは…現金や預金、未収金などのことです。
○固定負債とは…企業債（1 年以内に償還期限の到来するものを除く）のことです。
○流動負債とは…企業債（1 年以内に償還期限の到来するもの）や修繕引当金などのことです。
○繰延収益とは…長期前受金のことです。
○市債・企業債とは…市が大きな事業を実施するときに、国や金融機関などから借り入れるお金です。
○一時借入金とは…歳出予算の支出に充てるために不足する資金を一時的に借り入れ、その会計年度の歳入をもって返済す

るものです。

●用語解説

市政
トピックス

市税
56億1,897万円
99億8,174万円

繰入金
              0万円
15億1,154万円

  33億1,213万円
103億5,405万円

（※）借換債とは？
過去に借り入れた市債を現行の利率のものに
借り換えるためのもので、借入額と返済額を
歳入歳出同額（41 億 6,037 万円）で予算計上
しています。

※借換債（41 億 6,037 万円）を含む

14億4,879万円
36億   733万円
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●問い合わせ　総務課人事係☎ 0256・77・8318（直通）

❶職員の任免と職員数に関する状況（各年度 4 月 1 日現在）

●任免と職員数の状況

※職員数は、一般職（教育長含む）に属する職員の数です。市職員の身分を保有
する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

平成 27 年度 625 人
平成 26 年度 633 人

差引 △ 8 人

（内訳）
　平成 26 年度退職　　　   △ 52 人
　平成 26 年 4 月２日～
　平成 27 年 4 月１日採用　    44 人
　　　　　　　　　　　計     △ 8 人

●職員数の推移
平成22年度 平成23年度 平成24年度

667 人 665 人 644 人
平成25年度 平成26年度 平成27年度 過去5年間の増減数（率）

639 人 633 人 625 人 △ 42 人（△ 6.3％）

❷職員の給与の状況
●人件費の状況（平成 26 年度普通会計決算）

※人件費には、市長、副市長、教育長、議員および各種委員に支給される給料、
報酬などを含みます。

歳出額Ａ 人件費Ｂ 人件費率Ｂ / Ａ

369 億 8,767 万円 46 億 3,237 万円 12.5％ 

●職員給与費の状況（平成 26 年度普通会計決算）

※職員手当に退職手当負担金は含みません。
※燕市の一般行政職の給与水準は、国家公務員を 100 とし
たラスパイレス指数では、94.0 となります。

職員数Ａ

566人
給　与　費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

20億4,036万円 2億4,988万円 7億3,166万円 30億2,190万円
一人当たり

給与費Ｂ / Ａ
534万円

●初任給と経験年数別、学歴別の平均給料月額（平成 27 年 4 月 1 日現在）

区分 初任給
経験年数

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 174,200 円 266,027 円 308,130 円 364,791 円
高校卒 142,100 円 226,086 円 257,815 円 311,174 円

技能労務職 高校卒 139,500 円 223,300 円 256,067 円 277,450 円

●平均年齢と平均給料月額（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 42.6 歳 310,429 円
技能労務職 48.7 歳 292,780 円

❽公平委員会の業務の状況（平成 26 年度）

●職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
　措置の要求　　0 件
●職員に対する不利益処分に関する不服申し立ての
　状況　　　　　0 件

❼職員の福祉と利益の保護の状況（平成 26 年度）

●健康診断などの受診状況
　定期健康診断　239 人　　人間ドック　361 人

●公務災害と通勤災害の発生件数
　公務災害　5 件　　通勤災害　1 件

　

燕
市
の
人
事
行
政
運
営
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
燕
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

2015.12.01 10

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
につい
て

●特別職の報酬等
（平成 27 年 4 月 1 日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当支給割合
市長 860,500 円

 6 月期
12 月期

計

1.45 月分
1.65 月分
3.10 月分

副市長 653,700 円
議長 380,600 円

副議長 315,700 円
議員 300,300 円

職員の能力開発と組織の活性化を図るために、能力・
実績を重視した人材育成型の人事評価制度を全職員
を対象に実施しています。	

●勤務成績の評定の状況

区分 研修名 受講者数

派
遣
研
修

県自治会館研修

階層別研修（新採用職
員、一般職員）、専門研
修（固定資産税、市町
村民税など）

58 人

県自治研修所
研修

階層別研修（主任、係長、
課長補佐、課長）、専門研
修（法制執務、民法など）

64 人

市町村職員中央
研修所研修

ステップアップ自治体
リーダーなど 3 人

自治大学校研修 政策専門課程、第 1 部・
第 2 部特別課程 2 人

新潟県専門研修 政策形成コース 1 人

民間企業研修 接遇（燕三条ワシント
ンホテル） 4 人

庁内研修

部長・課長研修 41 人
接遇力向上研修 62 人
交通安全研修 577 人
メンタルヘルス研修 92 人
パワハラ防止研修会 52 人
パワハラ防止講演会 53 人
コーチング研修 16 人
働く女子のための異業
種交流研修 18 人

市役所長善館（年間 10 回） 20 人
データ分析セミナー 29 人
e- ラーニング情報
セキュリティ研修 387 人

セキュリティ研修 64 人
合　計 1,543 人

❻職員の研修および勤務成績の評定の状況
●職員の研修の状況（平成 26 年度）

●分限処分の状況　免職 1 人／休職７人（心身の故障）
●懲戒処分の状況　なし

❹職員の分限と懲戒処分の状況（平成 26 年度）

❺職員の服務の状況（平成 26 年度）

●職務専念義務免除　15 件
●営利企業等従事許可　2 件

●主な手当の種類とその内容
（平成 27 年 4 月 1 日現在）

❸職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
●勤務時間（平成 27 年度）

始業時刻 終業時刻 休憩時間
午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時

休日など
◦日曜日、土曜日　◦国民の祝日
◦年末年始　（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

期末
勤勉
手当

6 月期
12 月期

計

期末手当
1.225 月分
1.375 月分
2.600 月分

勤勉手当
0.750 月分
0.750 月分
1.50 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置
あり

退職
手当

支給率
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

自己都合
20.445 月分
29.145 月分
41.325 月分
49.590 月分

定年・勧奨
25.55625 月分   
34.5825 月分 
49.590 月分
49.590 月分

加算措置：定年前早期退職の場合は 1 年に
つき 2％加算（20％限度）

扶養
手当

配偶者…月額 13,000 円
配偶者以外の扶養親族…各月額 6,500 円
配偶者がいない場合そのうち 1 人　11,000 円

（16歳から22歳の子1人につき5,000円加算）
住居
手当

借家…月額 12,000 円を超える家賃を支
払っている職員に対し、家賃額に応じ最高
月額 27,000 円まで

通勤
手当

電車・バス等利用者…負担している運賃額
に応じ最高月額 55,000 円まで
自動車等利用者…使用距離に応じ最高月額
31,600 円まで

管理職
手当

役職に応じて　最高月額 52,400 円

休暇の種類 付与日数

年次有給休暇 20 日間（翌年度に 20 日
を限度に繰越）

主
な
特
別
休
暇

結婚休暇 連続 5 日以内
産前産後休暇 産前 8 週、産後 8 週
妻の出産休暇 2 日以内
育児時間休暇 1 日 2 回各 30 分以内
骨髄ドナー休暇 必要とする期間
ボランティア休暇 5 日以内

子の看護休暇
5 日以内（該当する子が
2 人以上の場合は 10 日以
内）

忌引休暇 続柄により 1 ～ 10 日
夏季休暇 4 日以内

●育児休業等の取得状況（平成 26 年度）

●休暇（平成 27 年 4 月 1 日現在）

育児休業 平成 25 年度以前からの継続取得 7 人
平成 26 年度新規取得者 11 人

部分休業 0 人
介護休暇 平成 26 年度新規取得者 1 人
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2015-2016 燕三条産業カレンダー ※下線の付いている日は産業カレンダーの休日。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

  12 日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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●広報つばめへの
ご意見をお寄せくだ
さい（地域振興課
広報広聴係まで）。
☎ 0256·77·8363
　　　　　（直通）
ＦＡＸ 0256·77·8305
電子メール koho@
c i t y . t s u b a m e .
niigata.jp　　　

●燕市ホームページ
www.city.
tsubame.niigata.jp

●市役所開庁案内
月曜日～金曜日の
午 前８時 30 分 ～
午後５時 15 分（祝
日、 休日、 年 末 年
始を除く）

●燕市役所　
〒 959-0295
燕市吉田西太田
１934 番地
☎ 0256·92·1111
　　　　　（代表）
ＦＡＸ 0256·92·2112
　　　　　（代表）

く
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●募集住宅
団地名 間取り 建設年度 家賃 トイレ

①市営粟生津団地 ６･６･4.5･DK 昭和 55 年 14,000 円～ 27,500 円 非水洗
②市営南吉田駅前団地 ６･６･６･4.5･K 平成４年 22,400 円～ 43,900 円 水洗
③県営花園町住宅 6･3･DK 昭和 48 年 10,600 円～ 12,800 円 非水洗
④県営南吉田住宅 ６･６･4.5･LDK 昭和 55 年 15,400 円～ 30,400 円 水洗
⑤市営吉田水道町団地 ワンルームタイプ 平成６年 35,000 円 水洗

　申し込みが多数の場合は、選考もしくは抽選となります。

●入居資格

①～④市・県営住宅…各 1 戸募集　住宅に困窮している／同居親族がいる／所得が
月額 15 万 8000 円以下（高齢者世帯・障がい者世帯・小学校就学前の子ども同居世
帯などの場合は月額 21 万 4000 円以下）
※県営花園町住宅は単身入居も可能です。単身入居要件は次のいずれかに該当する人
です。　60 歳以上／身体障がい者 1 ～ 4 級、精神障がい者 1 ～ 3 級／療育手帳を持っ
ている／生活保護被保護者／配偶者などからの暴力被害者ほか
⑤中所得者向けの単身者用住宅…随時募集　単身である（単身赴任者可）／所得が月
額 18 万 6000 円以上 56 万 6000 円以下（月額 18 万 6000 円に満たない人は、所得
の上昇が見込まれる人）
●申込期限　①～④…12 月 15 日㈫までに必要書類を提出。
　　　　　　　　　　必要書類については、お問い合わせください。
　　　　　　⑤…随時募集です。空きがなくなり次第募集を終了します。
※②～⑤の住宅を希望で駐車場を利用する人は、入居手続き時に申し込みが必要です。
●申し込み・問い合わせ　営繕建築課公営住宅係☎ 0256・77・8287（直通）

公営住宅の入居者を募集します

　市では、第 2 次燕市総合計画（案）に対するパブリックコメント（意見募集）を実施しますので、ご意見・
ご提言をお寄せください。
　総合計画とは、本市のまちづくりや市政運営の方向性を示す、もっとも基本となる計画です。
　平成 20 年に策定した合併後最初の燕市総合計画が今年度で計画期間が終了することから、あらため
て第2次燕市総合計画を策定するもので、第2次計画の計画期間は平成28年度からの7年間となります。

●閲覧方法

　燕市公式ウェブサイトほか、以下の場所で閲覧することができます。
　【燕地区】　　燕サービスコーナー（市役所燕庁舎）／総合文化センター／燕市体育センター
　【吉田地区】　市役所企画財政課／吉田公民館
　【分水地区】　分水サービスコーナー（分水公民館内）／分水総合体育館
●意見の募集期間　

　12 月 4 日㈮～ 24 日㈭必着
●意見を提出できる人（以下①～④のいずれかに該当する人）

　①市内に住所を有する人
　②市内に事務所または事業所を有する個人および法人そのほかの団体
　③市内に通勤・通学する人
　④本件の実施に関し利害関係を有する人
●意見の提出方法

　意見を記載する様式（PDF と Word 形式）は、燕市公式ウェブサイトからダウンロードできるほか、
閲覧場所にも用紙が備え付けてあります。
　その様式に、住所、氏名（企業、団体などの場合は、住所、名称、代表者名）、電話番号、意見の内
容を記入し、持参または郵送、ファクス、かんたん申請で提出してください。
　なお、住所が市外の人は勤務先、学校名または利害関係などについても記入してください。
●結果の公表

　募集締切後、提出意見およびその意見に対する考え方を燕市公式ウェブサイトで公表します（氏名な
どの公表はしません）。なお、意見に対する個別の回答はいたしません。

●提出先・問い合わせ

企画財政課企画チーム☎ 0256・77・8352（直通）／ファクス 0256・92・2112
住所　〒 959-0295 燕市吉田西太田 1934 番地

ご　意　見

パブリックコメント

～パブリックコメント～
 第2次燕市総合計画（案）
           へのご意見をお寄せください

2015.12.01 812

■第 2 次燕市総合計画 ( 案 )



講
座
・
教
室

催
し

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　
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三
条
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
の

ご
案
内

（
１
月
開
講
）

　
就
業
し
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
す
。

■
Ｔテ

ィ

グ
Ｉ
Ｇ
溶
接
専
門
級

●
と
き
　
平
成
28
年
１
月
21

日
㈭
、
22
日
㈮
、
25
日
㈪
、

26
日
㈫
、
28
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
８

時
30
分

●
と
こ
ろ
　
県
立
三
条
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

●
対
象
　
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
の

Ｊジ

ス
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
者
評
価
試

験
を
受
験
す
る
人

●
定
員
　
５
人

●
受
講
料
　
３
９
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物
　
テ
キ
ス

ト
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ス
テ
ン
レ
ス
鋼こ

う

溶
接
受
験
の
手
引
」
と
材

料
、
溶
接
棒
、
作
業
用
服
装

●
申
込
締
切
　
12
月
28
日
㈪

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

能
力
開
発
支
援
課
☎
０
２
５

６
・
38
・
３
４
６
４

「
パ
ソ
コ
ン

農
業
複
式
簿
記

研
修
会
」開
催

　
燕
市
農
業
再
生
協
議
会
で

は
、
農
家
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
複
式
簿
記
の

初
期
設
定
か
ら
決
算
処
理
ま

で
の
一
連
の
操
作
方
法
と
、

複
式
簿
記
の
基
礎
を
習
得
す

る
た
め
の
研
修
会
を
、
長
岡

市
担に

な
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
と
の
共
催
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

■
中
之
島
会
場

●
と
き
　
12
月
９
日
㈬
、
10

日
㈭
、
11
日
㈮
、
15
日
㈫
、

16
日
㈬
、
17
日
㈭
、
18
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分

～
９
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た

南な
ん
か
ん蒲
南
営
農
セ
ン
タ
ー
（
長

岡
市
中
之
島
７
７
３
）

※
長
岡
会
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
日
時
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
１
、
２
日
目
…
登

録
科
目
の
設
定
、
ソ
フ
ト
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
／
３
～
５
日

目
…
記
帳
の
流
れ
、
事
例
で

の
伝
票
入
力
、
帳
面
確
認
、

簡
易
分
析
／
６
、
７
日
目
…

申
告
準
備
、
決
算
作
業

●
対
象
　
市
内
在
住
の
農
家

●
定
員
　
各
会
場
と
も
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
参
加
費
　
６
０
０
０
円

※
受
講
初
日
の
受
付
時
に
い

た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
12
月
８
日
㈫

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
の

な
い
人
は
７
日
間
５
０
０
０

円
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
政
課
生
産
振
興
係
☎
０
２

５
６・77・８
２
４
５（
直
通
）

分
水
公
民
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
12
月
分
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
の
ご
案
内

◎
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美 

…
分
水
切
り
絵
村
　
川
柳
ぶ

ん
す
い
会

◎
信
濃
川
大
河
津
資
料
館   

…
分
水
書
道
会

◎
分
水
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

…
分
水
切
り
絵
同
好
会

●
問
い
合
わ
せ
　
分
水
公
民

館
☎
０
２
５
６
・
97
・
２
７

０
３『

山や
ま
ざ
き崎 

亮り
ょ
う

　
　

×

つ
ば
め
若
者
会
議
』

今
宵
サ
ミ
ッ
ト

in 

燕
を
開
催

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
山
崎
亮
さ
ん
と
、
つ

ば
め
若
者
会
議
と
一
緒
に

『
し
あ
わ
せ
な
人
を
ふ
や
す

ア
ク
シ
ョ
ン
』
を
考
え
ま
せ

ん
か
？

●
と
き
　
12
月
６
日
㈰
　
午

前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分（
開
場
…
午
前
９
時
30
分
）

●
と
こ
ろ
　
燕
三
条
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
　
５
階
総

合
研
修
室

●
内
容
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
：
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
…
若
者
会
議
メ
ン

バ
ー
／
パ
ネ
リ
ス
ト
…
山
崎

亮
さ
ん
、
岡
崎
エ
ミ
さ
ん

（s

ス
タ
ジ
オ
エ
ル

tudio-L

ス
タ
ッ
フ
）、若

者
会
議
メ
ン
バ
ー

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
２
５
０
人
（
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
申
込
方
法
　
事
前
に
申
し

込
み
先
へ
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
☎

０
２
５
６
・
77
・
８
３
６
１

（
直
通
）／
フ
ァ
ク
ス
０
２
５

６
・
92
・
２
１
１
２
／
電

子
メ
ー
ル w

akam
ono@

city.tsubam
e.niigata.jp

出
会
い
恋
活
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー

in 

弥
彦
温
泉

ホ
テ
ル
ヴ
ァ
イ
ス

一
人
よ
り
二
人
で
過
ご
す
時

間
を
…　

幸
せ
は
貴
方
の
そ

ば
に
あ
る
は
ず

　
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
最
良
の

相
手
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
平
成
28
年
１
月
24

日
㈰
　
午
前
11
時
～
午
後
２

時
30
分

●
と
こ
ろ
　
弥
彦
温
泉
ホ
テ

ル
ヴ
ァ
イ
ス（
ラ
ン
チ
付
き
）

（
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
大
字
弥

彦
２
９
２
９
　
弥
彦
神
社
鳥

居
前
）

●
対
象
　
独
身
の
男
性
…
30

才
～
50
才
／
独
身
の
女
性
…

30
才
～
50
才

●
定
員
　
各
10
人
前
後

●
参
加
費
　
男
性
６
５
０
０

円
／
女
性
　
２
７
０
０
円

※
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参
く
だ

さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

結
婚
応
援
団
燕え

ん
え
ん縁
の
会
（
新

田
）☎
０
９
０
・
５
９
９

４
・
１
６
２
９
／
電
子
メ
ー

ルyuuya14@
softbank.

ne.jp

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://sukoyakakazoku-
city-tsubam

e.jp/enen/

親
子
科
学
教
室

「
科
学
マ
ジ
ッ
ク

を
楽
し
む
」

参
加
者
募
集

　
テ
ー
マ
は
「
簡
単
な
科
学

マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
み
な
が
ら

原
理
を
究
明
す
る
」。
好
奇

心
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
楽

し
い
お
話
を
聞
き
な
が
ら
マ

ジ
ッ
ク
を
見
た
り
、マ
ジ
ッ

ク
に
挑
戦
し
た
り
し
て
親
子

で
楽
し
い
科
学
の
時
間
を
過

ご
し
ま
す
。

●
と
き
　
平
成
28
年
１
月
16

日
㈯
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

●
と
こ
ろ
　
燕
市
役
所
　
つ

ば
め
ホ
ー
ル

●
対
象
　
燕
市
・
弥
彦
村
在

住
の
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保

護
者

●
定
員
　
25
組
程
度（
先
着

順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
講
師
　
登と

い
し石

弘ひ
ろ
よ
し淑

さ
ん

●
申
し
込
み
　
12
月
７
日
㈪

午
前
８
時
30
分
か
ら

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
・
弥
彦
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
（
燕
市
教
育
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
２
５
６
・
63
・
４

５
９
０

燕
三
条
じ
ば
さ
ん

年
末
刃
物
フ
ェ
ア

２
０
１
５

●
と
き
　
12
月
11
日
㈮
～
13

日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
た
だ
し
最
終
日
の

13
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
燕
三
条
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
　
１
階
多

目
的
大
ホ
ー
ル

●
内
容

○
金
物
市
コ
ー
ナ
ー

○
県
央
マ
イ
ス
タ
ー
10
周
年

（
12
・
13
日
の
み
）…
実
際
に

職
人
技
を
体
験
で
き
ま
す
。

○
実
演
コ
ー
ナ
ー
…
包
丁
研

ぎ
／
ま
な
板
削
り
（
各
日
限

定
50
枚
）

※
12・13
日
の
み
。
有
料（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）

○
燕
三
条
地
域
・
県
内
特
産

品
コ
ー
ナ
ー

○
地
元
農
家
の
農
産
加
工
品

の
販
売

○
お
い
し
い
も
の
盛
り
だ
く

さ
ん
の
「
北
海
道
味
覚
市
」

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
燕
三
条
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
　
物

産
観
光
課
☎
０
２
５
６
・

32
・
２
３
１
１

新
潟
県

人
権
講
演
会

「
命
の
光
を
大
き
く
輝
か
せ

る
た
め
に
～
違
い
が
あ
る
っ

て
素
晴
ら
し
い
～
」

　
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
人
権
と
い
う
視
点

で
と
ら
え
直
し
、
人
権
尊
重

の
意
識
を
高
め
て
い
く
契け

い
き機

と
し
て
、
人
権
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
12
日
㈯
　
午

後
２
時
30
分
～
４
時

●
と
こ
ろ
　
Ｎネ

ク

ス

ト

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
　

６
階
　
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ

●
演
題
　「
命
の
光
を
大
き

く
輝
か
せ
る
た
め
に
～
違
い

が
あ
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
～
」

●
講
師
　
松ま

つ
ざ
き崎
運み

ち
の
す
け

之
助
さ
ん

（
元
　
夜
間
中
学
校
教
諭
）

●
定
員
　
４
４
０
人
（
入
場

無
料
・
先
着
申
込
順
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が

あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保

健
課
人
権
啓
発
室
☎
０
２

５
・
２
８
０
・
５
１
８
１
／

フ
ァ
ク
ス
０
２
５
・
２
８

０
・
５
７
４
２

第
３
回

つ
ば
め
っ
子

か
る
た
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
絵
本
作
家
、
黒
井
健け

ん
さ
ん

の
絵
札
を
用
い
た
燕
市
の
郷

土
か
る
た｢

つ
ば
め
っ
子
か

る
た｣

は
、
学
校
や
幼
稚

園･

保
育
園
で
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
市
内
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
か
る
た
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き  

平
成
28
年
２
月
７

日
㈰
　
午
前
９
時
開
会

※
３
時
間
を
予
定

●
と
こ
ろ  

燕
市
体
育
セ
ン

タ
ー
市
民
武
道
館「
柔
道
場
」 

●
競
技  

市
内
小
学
校
か
ら

40
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
は
３

人
）
参
加
に
よ
る
団
体
戦

※
低
学
年
の
部
と
高
学
年
の

部
が
あ
り
ま
す
。
高
学
年
の

部
に
低
学
年
が
入
っ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
限
　
平
成
28
年
１

月
14
日
㈭
　
※
３
人
１
チ
ー

ム
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
燕
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
、
吉
田
公
民

館
、
分
水
公
民
館

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
に

は
、
３
地
区
を
考
慮
し
た
う

え
で
抽
選
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育

課
文
化
振
興
係
（
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
５

６
・
63
・
７
０
０
２

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

15 2015.12.01

　12 月 19 日㈯に、市内３つの図書館でクリス
マスおはなし会を開催します。みんなで一足早く
クリスマス気分を楽しもう！！　あわてんぼうの
サンタさんも来てくれるかな！？

【燕図書館】

●じかん　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
●ところ　燕市立図書館　児童閲覧室
●内　容　クリスマスのおはなしと工作会
　　　　　（簡単なツリーを作ります）
●読み手　燕市立図書館読み聞かせボランティア
●問い合わせ　燕市立図書館☎ 0256・62・2726

【吉田図書館】

●じかん　午後 2 時～ 3 時 30 分
●ところ　吉田図書館　２階　お茶室
●内　容　クリスマスのおはなしやゲームなど
●読み手　幼児よみきかせの会
●問い合わせ　吉田図書館☎ 0256・92・7650

【分水図書館】

●じかん　午後 3 時～ 3 時 30 分
●ところ　分水公民館　3 階　研修室
●内　容　クリスマスのおはなし
●読み手　分水図書館読み聞かせボランティア
●問い合わせ　分水図書館☎ 0256・91・3255
■３図書館共通

●申し込み　不要
●参加費　無料
●対　象　幼児から小学校低学年

燕市３図書館
クリスマスおはなし会



健
康
・
福
祉

環
境
・
生
活

ス
ポ
ー
ツ

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　
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～
11
時
30
分
、
②
午
前
11
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
、

③
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
、
④
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分
　
※
各
回
定
員
６
人

（
事
前
申
込
必
要
）

・
参
加
費
　
５
０
０
円
　

※
年
賀
は
が
き
２
枚
持
参
　

◎
木
製
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
作
り

・
時
間
…
①
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
、
②
午
前
11
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
、

③
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
、
④
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分
　
※
各
回
定
員
６
人

（
事
前
申
込
必
要
）

・
参
加
費
　
５
０
０
円

◎
マ
ル
ナ
オ
の
マ
イ
八は

っ
か
く
ば
し

角
箸

づ
く
り（
12
月
20
日
㈰
の
み
）

・
時
間
…
①
午
前
11
時
～
正

午
、
②
午
後
1
時
～
2
時
、

③
午
後
2
時
30
分
～
3
時
30

分
　
※
各
回
定
員
４
人
（
小

学
４
年
生
以
上
、
事
前
申
込

必
要
）

・
参
加
費
　
１
０
０
０
円
　

◎
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
実
演
会

（
12
月
20
日
㈰
の
み
）

・
時
間
…
①
午
前
11
時
～
正

午
、
②
午
後
1
時
～
2
時
　

③
午
後
2
時
30
分
～
3
時
30

分
　

●
そ
の
他
　
駐
車
場
は
燕
三

条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
無
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
　
燕
三
条
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
☎
０
２
５
６
・
36
・
４

１
２
３

か
す
て
ら
座
に

よ
る
歌
物
語

【
三
年
峠
】

　
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
か
す
て

ら
座
に
よ
る
、
韓
国
に
伝
わ

る
民
話
「
三
年
峠
」
の
歌
芝

居
。
小
学
校
の
国
語
の
教
科

書
に
も
載
っ
て
い
る
、
楽
し

い
お
話
で
す
。

　《
一
度
転
ぶ
と
、
三
年
し

か
生
き
ら
れ
な
い
》
と
言
わ

れ
る
三
年
峠
で
、
お
じ
い
さ

ん
は
転
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
は
て
さ
て
、
お
じ
い
さ

ん
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
続
き
は
、
ぜ
ひ
、
ご

来
場
し
て
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
月
13
日
㈰
　
午

後
３
時
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
吉
田
児
童
セ
ン

タ
ー

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
不
要

●
問
い
合
わ
せ
　
吉
田
児
童

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・

92
・
８
２
０
０

土
曜
サ
ロ
ン
・

読
書
を
ほ
ん
と
う

に
楽
し
む
会

　
読
書
好
き
な
人
々
が
集

い
、
感
想
を
語
り
合
い
、
読

書
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
う

会
で
す
。
今
回
は
、
日
本
短

篇
文
学
全
集
第
２
巻
よ
り

『
方ほ

う
じ
ょ
う
き

丈
記
』（
唐か

ら
き木
順じ

ゅ
ん
ぞ
う三
訳
）

そ
の
２
で
す
。

●
と
き
　
12
月
19
日
㈯
　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
燕
市
立
図
書
館

●
参
加
費
　
１
０
０
円
（
資

料
代
）

●
問
い
合
わ
せ
　
燕
市
立
図

書
館
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

７
２
６

新
潟
県

高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
相

談
窓
口
（
電
話
、
来
所
い
ず

れ
も
可
）

①
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

②
４
月
か
ら
社
会
福
祉
士
に

よ
る
「
認
知
症
相
談
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
認

知
症
に
関
連
す
る
初
期
段
階

に
お
け
る
問
題
の
整
理
や
家

族
・
介
護
者
の
悩
み
ご
と
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
よ
ろ
ず
相
談
　
毎
週
月
～

金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
土・日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

●
専
門
相
談
　
次
の
と
お
り

（
要
事
前
予
約
）

◎
認
知
症
相
談
…
12
月
17
日

㈭
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30◎
法
律
相
談
…
12
月
７
日

㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28

日
㈪
　
※
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
４
時

◎
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用

の
相
談
…
12
月
９
日
㈬
、
24

日
㈭
　
※
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
４
時

◎
税
金
相
談
…
相
談
日
時

は
、
そ
の
都
度
、
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
５
・
２
８

５
・
４
１
６
５
／
フ
ァ
ク
ス

０
２
５
・
２
８
１
・
５
６
１

０
／
〒
９
５
０
‐
８
５
７
５

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
‐
２

‐
２
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
３
階

済
生
会
三
条
病
院

第
35
回
健
康
教
室

●
と
き
　
12
月
15
日
㈫
　
午

後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
済
生
会
三
条
病

院
　
２
階
　
講
義
室 

（
三
条

市
大
野
畑
６
‐
18
）

●
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
費   

無
料

●
申
し
込
み
　
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
　

●
内
容
　
①
腎じ

ん
ぞ
う臓

を
健
康
に

保
つ
た
め
に
…
透と
う
せ
き析
室
看
護

師
／
②
腎
臓
と
減
塩
に
つ
い

て
「
は
じ
め
よ
う
！
　
腎
に

や
さ
し
い
減
塩
生
活
」
…

塩し
お
の野

茜あ
か
ね

（
管
理
栄
養
士
）

●
問
い
合
わ
せ
　
済
生
会
三

条
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

（
安
達
）☎
０
２
５
６
・
33
・

１
５
５
１

脂
肪
や
血
糖
値
が

気
に
な
る

あ
な
た
へ

　
メ
タ
ボ
関
連
の
最
新
の
検

査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
水

曜
日
の
午
前
中
（
１
日
限
定

５
人
）

●
と
こ
ろ
　
燕
労
災
病
院

●
対
象
　
燕
市
民
で
内
科
系

の
疾
病
で
通
院
し
て
い
な
い

70
歳
以
下
の
人
で
、
健
診
ま

た
は
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
糖
値
・
中
性
脂

肪
の
い
ず
れ
か
が
高こ

う
ち値

の
人

●
内
容
　
イ
ン
ボ
デ
ィ
検

査
、
腹
部
エ
コ
ー
、
血
液
検

査
な
ど

●
自
己
負
担
額
　
２
０
０
０ 

円（
65
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
93
・
５
４
６
１

し
尿
く
み
取
り
の

申
し
込
み
は

早
め
に

お
願
い
し
ま
す

　
年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り

は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

年
内
の
く
み
取
り
は
、
12
月

14
日
㈪
ま
で
に
、
し
尿
収
集

業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
12
月
15
日
㈫
以
降
の
申

し
込
み
は
、
平
成
28
年
１
月

４
日
㈪
以
降
の
く
み
取
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
く
み
取
り
口
は
作
業
し
や

す
い
よ
う
に
整
頓
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
周
辺
の
除
雪

は
各
家
庭
で
行
わ
れ
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境

課
環
境
政
策
係
☎
０
２
５

６
・
77
・
８
１
６
７
（
直
通
）

キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

《
第
３
期
》

参
加
者
募
集
!!

【
親
子
DE
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン

グ
教
室
】

●
と
き
　
12
月
８
日
㈫
～
毎

週
火
曜
日
　
午
後
７
時
～
７

時
45
分
（
全
10
回
）

●
対
象
　
年
中
～
小
学
校
低

学
年
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族
１
人

●
定
員
　
15
組
程
度

●
参
加
費
　
全
10
回
で
３
０

０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
３
人
以
上
で
参
加
の
場

合
、
３
人
目
以
降
は
１
人
に

つ
き
２
０
０
０
円
）

【
エ
ン
ジ
ョ
イ 

キ
ッ
ク
ボ
ク

サ
サ
イ
ズ
】

●
と
き
　
12
月
８
日
㈫
～
毎

週
火
曜
日
　
午
後
８
時
～
８

時
45
分
（
全
10
回
）

●
対
象
　
女
性

●
定
員
　
15
人
程
度

●
参
加
費
　
全
10
回
で
３
０

０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

■
共
通
事
項

●
と
こ
ろ
　
分
水
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
　
２
階

●
持
っ
て
く
る
物
　
軍
手
、

水
分
補
給
の
飲
み
物
、汗
ふ
き

タ
オ
ル
、運
動
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン

グ
ぶ
ん
す
い
☎
０
２
５
６
・

97
・
３
１
８
８
（
火
～
金
曜

日
　
午
後
１
時
～
６
時
）

ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
１

ス
キ
ー
指
導
者
育
成
講
習
会

　
安
心
・
安
全
、
快
適
に
楽

し
く
ス
キ
ー
を
行
う
た
め

に
、
指
導
者
と
し
て
の
質
と

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し

ま
す
。

●
と
き
　
平
成
28
年
１
月
10

日
㈰
～
11
日
㈷

●
と
こ
ろ
　
湯
沢
高
原
ス

キ
ー
場
（
予
定
）

●
対
象
　
燕
市
在
住
、
在

勤
、
在
学
（
高
校
生
以
上
）

の
人
お
よ
び
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
員
（
※
Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以

上
の
人
）
で
、
指
導
者
・
準

指
導
者
お
よ
び
認
定
ス
キ
ー

指
導
者
を
目
指
す
人

●
講
師
　
大お

お
た
き瀧

徹て
つ
や也

さ
ん

（
技
術
選
、
国
体
に
出
場
・

活
躍
、
サ
ロ
モ
ン
チ
ー
ム
所

属
コ
ー
チ
）、全
日
本
ス
キ
ー

連
盟
指
導
員

●
募
集
定
員
　
20
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
費
　
２
万
３
０
０
０

円●
申
込
期
限
　
12
月
16
日
㈬

●
そ
の
他
　
諸
事
情
に
よ
り

日
程
、
会
場
、
講
師
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
申
込
場
所
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
く
だ

さ
い
。

●
申
込
場
所
　
燕
市
体
育
セ

ン
タ
ー
、
吉
田
総
合
体
育

館
、
分
水
総
合
体
育
館

●
問
い
合
わ
せ
　
燕
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
長
谷
川
）

☎
０
２
５
６
・
63
・
８
２
９

６
／
☎
０
９
０
・
７
２
５
０

０
２
７
０
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燕市産業史料館

Tsub am e  I n d u s t r i a l  M a t e r i a l s  M u s e um

☎0256・63・7666

●と　き　 ～ 12 月 20 日㈰
　　　　　午前９時～午後４時 30 分
●展示点数　37 点
●入館料　一般 300 円、小中学生 100 円
●休館日　12 月７日㈪、14 日㈪
●作家在館日　毎週日曜日（12 月６日、
13 日、20 日）　午前 11 時～午後３時

　200 年の歴史を誇る鎚起銅器の老舗・玉
ぎょくせんどう

川堂工場長として、
鍛
たんきん

金作家として活躍する玉川達士氏の展覧会。平成 14 年から、
父・玉川宣

の り お

夫氏 ( 鍛金・人間国宝 ) に師
し じ

事し、木
も く め が ね

目金の技術を
学びます。本展では若き 20 歳代の作品から、木目金を中心と
した近作まで広く作品を展示しています。

燕市産業史料館　12 月期企画展

●問い合わせ　燕市産業史料館☎ 0256・63・7666

玉
た ま が わ

川 達
た つ し

士　作品展
燕
三
条W

in
g

イ
ベ
ン
ト

「
５
周
年
祭
」

　
燕
三
条W

ing

で
は
、

日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
税
込
み
２
０
０
０

円
以
上
お
買
い
上
げ
の
皆
さ

ん
（
各
日
先
着
１
０
０
人
）

へ
「
笑
顔
に
な
れ
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
」を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
季
節
の
行
事

が
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
満
載
で
す
！

●
と
き
　
12
月
19
日
㈯
、
20

日
㈰
の
２
日
間
　
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
燕
三
条
駅
観
光

物
産
セ
ン
タ
ー
　
燕
三
条

W
ing 

（
Ｊ
Ｒ
燕
三
条
駅
２

階
）　

◎
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
年

賀
状
を
作
ろ
う
！

・
時
間
…
①
午
前
10
時
30
分



お
知
ら
せ
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催
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☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　
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す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資

産
税
係
☎
０
２
５
６
・
77
・

８
１
４
８
（
直
通
）

償
却
資
産
の
申
告

を
お
忘
れ
な
く

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商

店
・
農
業
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の

資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
、

土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
燕
市
内
に
償
却
資
産
を
所

有
す
る
人
は
、
地
方
税
法
第

３
８
３
条
（
固
定
資
産
の
申

告
）
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
市
へ
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平

成
27
年
度
申
告
が
あ
っ
た
人

や
該
当
す
る
資
産
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
人
に
は
、
12
月

中
旬
に
申
告
書
を
発
送
し
ま

す
の
で
期
限
ま
で
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。な
お
、
償

却
資
産
の
増
加
・
減
少
が
な

い
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
該
当
す
る
資
産
が
あ
る
の

に
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た

場
合
は
、税
務
課
資
産
税
係
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
償
却
資
産
の
例

①
構
築
物
…
舗
装
路
面
、広

告
塔
、消
雪
設
備
、門も

ん
ぴ扉
な
ど

②
機
械
・
装
置
…
製
造
機

械
、
加
工
機
械
、
プ
レ
ス
・

溶
接
機
械
、
乾
燥
機
、
も
み

す
り
機
な
ど

③
車
両
・
運
搬
具
…
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
（
大
型
特
殊
自
動

車
）、
台
車
、
構
内
運
搬
具

な
ど
　
※
自
動
車
税
や
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

資
産
は
除
き
ま
す
。

④
工
具
・
器
具
・
備
品
…
応

接
セ
ッ
ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
事

務
機
器
、
音
響
機
器
、
冷
暖

房
機
器
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
看

板
、
自
動
販
売
機
、
理
容
・

美
容
器
具
、
医
療
器
具
な
ど

●
申
告
書
提
出
期
限
　
平

成
28
年
２
月
１
日
㈪
　
※
申

告
書
を
郵
送
さ
れ
る
人
で
、

控
え
の
返
送
が
必
要
な
場
合

は
、切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
提
出
先
　
税
務
課

資
産
税
係
（
市
役
所
２
階

９
、
10
番
窓
口
）

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資

産
税
係
☎
０
２
５
６・77・８

１
４
５
、８
１
４
６（
直
通
）

小
型
特
殊
自
動
車

の
登
録
を

お
忘
れ
な
く
！

　
乗
用
装
置
の
あ
る
田
植

機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ

イ
ン
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、

公
道
を
走
行
し
な
く
て
も
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
必
ず
登
録
の
手
続

き
を
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
　
※
償
却
資
産
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

◎
登
録
…
印
鑑
、
譲
渡
・
販

売
証
明
書
、車
名（
メ
ー
カ
ー

名
）・
車
台
番
号
・
排
気
量

な
ど
が
分
か
る
も
の
（
資
料

の
添
付
は
不
要
で
す
）、
窓

口
に
来
ら
れ
た
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

◎
廃
車
…
印
鑑
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
（
紛
失
な
ど
に
よ

り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持

参
で
き
な
い
場
合
は
弁
償
金

２
０
０
円
が
必
要
で
す
）、

窓
口
に
来
ら
れ
た
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

※
た
だ
し
、
新
潟
99
ナ
ン

バ
ー
の
農
耕
車
の
廃
車
は
新

潟
運
輸
支
局
で
手
続
き
を
し

て
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
課

税
を
止
め
る
た
め
、「
標
識

返
納
書
」
な
ど
の
廃
車
手
続

き
が
完
了
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
を
持
参
し
、
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
小
型
特
殊
自
動

車
に
限
ら
ず
、
お
持
ち
の
軽

自
動
車
の
登
録
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
名
義
変

更
な
ど
の
手
続
き
を
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。
車
種
に

よ
っ
て
手
続
き
場
所
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
　

税
務
課
市
民
税
２
係
（
市
役

所
２
階
６
番
窓
口
）☎
０
２

５
６
・
77
・
８
１
４
４
（
直

通
）／
新
潟
運
輸
支
局
☎
０

２
５
・２
８
５
・
３
１
２
３

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度

　
12
月
か
ら
、
労
働
者
が
50

人
以
上
い
る
事
業
所
で
は
毎

年
１
回
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
従
業
員

の
皆
さ
ん
は
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
、
ス
ト
レ
ス
の
状
態
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
労
働

局
健
康
安
全
課
☎
０
２
５
・

２
８
８
・
３
５
０
５

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

●
と
き
　
12
月
20
日
㈰
　
午

前
11
時
～
午
後
３
時
（
１
組

60
分
） 

※
事
前
に
予
約
が
必
要

●
と
こ
ろ
　
新
潟
市
黒
埼
市

民
会
館

●
内
容
　
成
年
後
見
、
相
続

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
行
政
書
士

会
新
潟
支
部（
中
澤
）☎
０
９

０
・
２
２
２
７
・
０
４
０
１

募
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12月のテーマ
　『テキスタイル』

BOOK CHOICE

★『柚
ゆ の き

木沙
さ み ろ う

弥郎　92 年分の色とかたち』（753）
　アートは夢を追って生きる人の表現である。わか
るものではなく、感じるものなのだ－。民

みんげい

藝からアー
トへと飛躍した 92 歳の染色家の美意識と哲学を紹
介。最新作から蒐

しゅうしゅうひん

集品、書き下ろしエッセイも収録。
★『ウィリアム・モリスのテキスタイル』（757）
　モリスのテキスタイルの作品をすべて網羅し、モリ
スの実像へと迫る一冊。リピート模様テキスタイルの
カタログをカラーで紹介するほか、刺

ししゅう
繍、染め・織

りのテキスタイル、絨
じゅうたん

緞、タペストリーなど、各ジャン
ル別に解説する。
★『ミナペルホネンの時のかさなり』（589）
　テキスタイルに込めた思いやこれからのことを、「ミ
ナペルホネン」のデザイナー・皆川明

あきら
が綴

つづ
る。ブラ

ンドを支えてきた人たちのメッセージ集、尊敬するク
リエイターとの対談なども掲載。『装

そうえん

苑』掲載をもと
に書籍化。
★『つるばら村の洋服屋さん』（K913）
　つるばら村の「ひまわり洋品店」には、洋服、バッ
グなど すてきな品々がいっぱい。ある日、ひとりの若
者がやってきて、木の葉のブローチを置いていき…。
不思議に満ちた 12 カ月のファンタジー。「つるばら
村」シリーズ第７弾。
★『ミシンのうた』（E）
　洋裁店の見習いの女の子が、ウィンドーに飾られ
た古い小さなミシンを動かすたびに、いろいろなお
客に出会い…。どこかなつかしい、ふしぎなお話。

●燕市立図書館　☎ 0256•62•2726
●吉田図書館　　☎ 0256•92•7650
●分水図書館　　☎ 0256•91•3255

ビジョンよしだ大人水泳教室参加者募集
（12 月～平成 28 年３月）

曜
日 時　　間 種目 回

数 期　　間

月 午後１時15分
～１時55分 初級クロール 12 12月21日

～３月14日

水 午後２時30分
～３時10分

初級バタフライ 6 12月16日
～２月３日

ステップアップ・
バタフライ 6 ２月10日

～３月16日

木

午後１時15分
 ～１時55分 初級背泳ぎ 12 12月17日

～３月17日

午後２時
～２時40分

ステップアップ・平泳ぎ 6 12月17日
～１月28日

ステップアップ・
クロール 6 ２月４日

～３月17日
午後７時

～７時40分 初級クロール 12 12月17日
～３月17日

午後７時45分
～８時25分

レベルアップ2種目
（クロール＋バタフライ）12 12月17日

～３月17日
金 午後２時30分

～３時10分
初心者クロール

（水慣れから行ないます）12 12月18日
～３月11日

日

午前10時40分
～11時20分

初級クロール 12 12月20日
～３月13日ワンポイントアドバイス

午前11時30分
～午後０時10

分

レベルアップ2種目
（クロール＋平泳ぎ） 6 12月20日

～１月31日
レベルアップ2種目

（クロール＋背泳ぎ） 6 ２月７日
～３月13日

■水泳教室

曜
日 時　　間 種　　目 回

数 期間

月
午後２時

～2時45分 水中ウォーキング

12

12月21日
～３月14日午後７時15分

～８時 ウォーターエクササイズ（夜）

水 午後１時30分
～２時15分 ウォーターエクササイズ（昼） 12月16日

～３月16日
金 午後１時30分

～２時15分 いきいき水中運動 12月18日
～３月11日

■水中運動教室

●定員　各 12 人（定員になり次第締め切り）
●料金　初級コース…2,500 円／ステップアップ、レベ
ルアップ…1,500 円／ワンポイントアドバイス（当日申
込）…１回 300 円

●定員　なし（事前申込不要）　
※１回 300 円で参加可能。お得なフリーパス券あり

家
屋
の
取
り
壊
し
・

名
義
変
更
の

届
け
出
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

途
中
で
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
や
、
名
義
変
更
し
た
場

合
は
、
年
内
に
次
の
手
続
き

を
し
な
い
と
翌
年
度
も
同
様

に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
の
取
り
壊
し

　
取
り
壊
し
後
、
速
や
か
に

市
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

の
場
合
は
、
取
り
壊
し
た
年

の
う
ち
に
法
務
局
へ
『
滅め

っ
し
つ失

登
記
』
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
市
へ
の
届
け
出
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

■
家
屋
の
名
義
変
更

　
名
義
変
更
後
、
速
や
か
に

市
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
名
義
変
更
の
理
由
が
相

続
以
外
の
場
合
は
、
旧
名
義

人
の
実
印
と
印
鑑
証
明
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ

て
い
る
家
屋
の
場
合
は
、
名

義
変
更
が
あ
っ
た
年
の
う
ち

に
法
務
局
へ
『
所
有
権
移
転

登
記
』
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
市
へ
の
届
け
出
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
　
税
務
課
（
市
役

所
２
階
９
、
10
番
窓
口
）
に

届
出
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま

●募集開始　12 月７日㈪　午後１時～
　※各教室とも入館料は別途必要となります。
●申し込み・問い合わせ
　ビジョンよしだ☎ 0256･93･6600

共
通
事
項

ふれあい
パーク久賀美から 　☎ 0256・98・0770

道の駅
国上内

■久賀美米粉めんの日

　今話題の米の粉で作った「米粉めん」を提供します。お
すすめは冷たいメニュー！　もちもちつるっとした、の
どごしのよい麺です。ぜひお越しください。
●と　き　12 月６日㈰　午前 11 時～午後４時
●ところ　味処花てまり（道の駅国上内）
■久賀美そばの日

　恒例イベント『久賀美そばの日』！ 新そばを提供！ 
食堂「味処花てまり」のそばのメニューがすべて地元産
そば粉 100％の打ちたてそばを提供します。当日は、う
どんやご飯物のメニューもご用意しています。
●と　き　12 月 20 日㈰　午前 11 時～午後４時
●ところ　味処花てまり（道の駅国上内）
■クリスマスリース作り体験教室

　リースに飾りつけをして、オリジナルリースを作って
みませんか。今回は昼食、デザート付きです。
●と　き　12 月 20 日㈰　午後１時 30 分～午後３時
●ところ　ふれあいパーク久賀美
●参加費　1,500 円
●定　員　16 人　※定員になり次第締切
●受付開始日　12 月５日㈯　午前９時より
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後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
の
申
請
案
内
を
、

支
給
対
象
者
の
人
に
11
月
30

日
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
と
は
、
１
年
間
の
医

療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
３

月
こ
ろ
に
申
請
案
内
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

※
被
用
者
保
険
（
全
国
健
康

保
険
協
会
・
共
済
組
合
な

ど
）
に
加
入
の
人
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
（
事

業
所
な
ど
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
後
期
高
齢
者
医
療
…
保
険

年
金
課
年
金
医
療
係
☎
０
２

５
６・77・８
１
３
３（
直
通
）

○
国
民
健
康
保
険
…
保
険
年

金
課
国
保
係
☎
０
２
５
６
・

77
・
８
１
３
２
（
直
通
）

「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

に
対
し
て
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、
平
成
28
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

付
し
た
全
額
が
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

領
収
証
書
や
控
除
証
明
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
控
除
の

対
象
と
な
る
国
民
年
金
保
険

料
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料

全
額
で
あ
り
、
過
去
の
年
度

分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
三
条
年

金
事
務
所
☎
０
２
５
６
・
32
・

２
２
３
９
／
ね
ん
き
ん
定
期

便・ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０

５
８
・
５
５
５（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）
※
自
動
音
声
案
内
で
す
。

降
雪
時
の

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
沿
道
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
降
雪
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
が
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

・
除
雪
に
関
す
る
こ
と
は
、

自
治
会
長
を
通
じ
て
土
木
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
除
雪
作
業
の
障
害
と
な
る

自
動
車
や
出
入
口
の
鉄
板
な

ど
を
路
上
に
お
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
除
雪
後
の
各
家
庭
の
出
入

口
の
除
雪
は
、
各
家
庭
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
沿
道
の
樹
木
、
垣
根
、
塀

な
ど
、
除
雪
作
業
の
障
害
に

な
り
得
る
物
件
は
、
事
前
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
・
修
理

・
故
障
、
修
理
な
ど
に
つ
い

て
は
自
治
会
長
を
通
じ
て
土

木
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
降
雪
シ
ー
ズ
ン
前
の
ポ
ン

プ
点
検
と
ノ
ズ
ル
調
整
は
業

者
に
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。

・
降
雪
シ
ー
ズ
ン
中
の
簡
易

な
ノ
ズ
ル
調
整
や
、
手
動
ポ

ン
プ
の
運
転
操
作
は
、
自
治

会
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
降
雪
シ
ー
ズ
ン
後
の
排は

い
で
い泥

作
業
は
業
者
に
依
頼
し
て
あ

り
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
自
動
停
止

・
節
電
の
た
め
に
次
の
時
間

帯
は
、
ポ
ン
プ
の
電
源
が
タ

イ
マ
ー
に
よ
り
自
動
停
止
し

ま
す
。
故
障
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
午
後
2
時
～
３
時

○
午
後
4
時
～
５
時

■
節
水
と
節
電
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

・
地
下
水
を
く
み
上
げ
す
ぎ

る
と
、
地
下
水
が
不
足
し
て

消
雪
パ
イ
プ
が
利
用
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

手
動
ポ
ン
プ
設
置
箇
所
は
道

路
の
雪
が
消
え
た
ら
、
電
源

を
切
り
、
節
水
と
節
電
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
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平成 27 年秋の叙勲・褒章を受章された皆さんの功労と功績をたたえ、ご紹介します。

平成 27 年 秋の叙
じ ょ く ん

勲・褒
ほうしょう

章

を
た
た
え
て

功
労
功
績

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
（教育功労）

解良 憲一さん
けら・けんいち

（佐善）
元公立中学校長

●
問
い
合
わ
せ
　
土
木
課
維

持
係（
除
雪
専
用
）☎
０
２
５

６
・
77
・
８
２
７
８（
直
通
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
は

届
き
ま
し
た
か
？

　
燕
市
地
域
の「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
」は
、お

お
む
ね
11
月
末
ま
で
に
郵
便

で
配
達
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
不
在
な
ど
で
受
け
取
り
が

で
き
な
か
っ
た
人
、
ま
た
は

届
か
な
か
っ
た
人
な
ど
の
通

知
カ
ー
ド
は
、
市
役
所
へ
返

還
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
窓

口
係
☎
０
２
５
６
・
77
・
８

３
３
９
（
直
通
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
悪
用
し
た

詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便

乗
し
た
不
正
な
勧
誘
や
個
人

情
報
の
取
得
を
行
お
う
と
す

る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、

訪
問
な
ど
に
関
す
る
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
理

由
と
し
て
、
行
政
機
関
な
ど

が
電
話
や
訪
問
で
口
座
番
号

や
暗
証
番
号
、
所
得
、
家
族

構
成
な
ど
個
人
情
報
の
聞
き

取
り
や
お
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と
は

一
切
、
あ
り
ま
せ
ん
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便

乗
し
た
不
審
な
電
話
は
、す

ぐ
に
切
り
、来
訪
申
し
出
が

あ
っ
て
も
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
次
の
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
不
審
な
電
話
な
ど
を
受
け

た
ら 

市
民
課
消
費
生
活
相

談
窓
口
☎
０
２
５
６
・
77
・

８
３
０
２
（
直
通
）
／
新
潟

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

／
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎

１
８
８
（
い
や
や
！
）

■
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
ら
　
警
察
相
談
専
用
電

話
☎
♯
９
１
１
０

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ

る
個
人
情
報（
特
定
個
人
情

報
）の
取
り
扱
い
に
関
す
る

苦
情　

特
定
個
人
情
報
保
護

委
員
会
苦
情
あ
っ
せ
ん
相
談

窓
口
☎
０
３
・
６
４
４
１
・

３
４
５
２

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

働
く
よ
ろ
こ
び
、い
つ
ま
で
も
。

　
高
齢
者
の
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
ま
す
。

あ
な
た
も
地
域
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
入
会

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
月
８
日
㈫
　
午

前
10
時
～
お
お
む
ね
２
時
間

●
と
こ
ろ
　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
／
毎
日
働
く
こ
と

は
無
理
だ
が
働
く
機
会
を
得

た
い
人
／
健
康
維
持
の
た
め

に
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
人

今
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
生

か
し
た
い
人
／
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
／

家
事
援
助
・
施
設
管
理
な
ど

を
希
望
す
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
燕
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
64
・
２
４
８
３

■平成27年 冬の交通事故防止運動！
　12 月 11 日㈮から 20 日㈰までの 10 日間、「冬の交通事故
防止運動」が実施されます。年末が近づくと、人や車の動き
が慌ただしくなるとともに、冬型の気候や飲酒の機会も多く
なり、交通事故の多発が懸念されます。「飲酒運転は絶対に
しない・させない」など、 ひとりひとりが交通ルールをしっ
かりと守り、交通事故を未然に防止しましょう。
●運動のスローガン　『一年を　無事故で終える　除夜の鐘』

●燕市交通安全スローガン

　『 思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道 』

　全日本交通安全協会・毎日新聞社主催 
　交通安全年間スローガン 優秀作品　森

もりやま

山 勉
つとむ

さん（大保）
●燕市年間基本運動

　「 高齢者を交通事故から守るＳＳＳ ( スリーエス ) 運動 」

交差点では、（Ｓ）しっかり止まって、（Ｓ）しっかり見る、（Ｓ）
しっかり見せる
●運動の重点

　①飲酒運転の根絶　②わき見運転の防止と安全確認の徹底
　③横断歩行者の保護　④交差点の交通事故防止
●燕市交通安全重点施策

　『つばめ高齢者事故ゼロ作戦』を展開中

●問い合わせ

　生活環境課交通政策係☎ 0256・77・8162（直通）

藍
らんじゅ

綬褒章
（調停委員功績）

渡邉 裕子さん
わたなべ・ゆうこ

（前郷屋）
現調停委員

藍
らんじゅ

綬褒章
（更生保護功績）

西村 重明さん
にしむら・しげあき

（南組）
現保護司

旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章
（地方自治功労）

齋藤 葊吉さん
さいとう・こうきち

（泉新）
元燕市議会議員
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●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

赤
川
☎
０
２
５
６
・
93
・
２

５
７
９
／
０
９
０
・
６
１
８

８
・
４
６
６
２

い
き
い
き

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
は
親
子
で
楽
し
め
る

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
、
目
か
ら

う
ろ
こ
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
ま
た
、
毎
月
同
会

場
で
気
に
な
る
テ
ー
マ
で
子

育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
中
！

●
と
き
　
①
12
月
13
日
㈰
　

午
前
10
時
～
正
午
、②
平
成

28
年
１
月
17
日
㈰
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
あ
お
ぞ
ら
）

●
対
象
　
乳
幼
児
～
思
春
期

ご
ろ
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
両
親

●
テ
ー
マ
　
①「
大
切
な
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」／
②「
子
ど
も
の
能

力
を
引
き
出
す
親
の
一
言
」

●
定
員
　
①
大
人
、
子
ど
も

含
み
70
人
／
②
大
人
20
人

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次

第
締
切
、
希
望
制
託
児
付
き

●
参
加
費
　
①
大
人
3
０
０

円
、
子
ど
も
２
０
０
円
（
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
テ

キ
ス
ト
代
）／
②
大
人
３
０
０

円
（
ス
イ
ー
ツ
、
テ
キ
ス
ト

代
）、
子
ど
も
無
料

●
申
込
期
限
　
①
12
月
７
日

㈪
／
②
平
成
28
年
１
月
15
日
㈮

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

倫
理
研
究
所
家
庭
倫
理
の
会

燕
市（
大
橋
）☎
０
２
５
６・

62・
３
６
３
０
／
電
子
メ
ー

ルtobibakoho@
r9.dion.

ne.jpク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
の

お
知
ら
せ

　
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
慌
た
だ
し
い
ひ
と
時

に
、合
唱
、ピ
ア
ノ
、リ
コ
ー

ダ
ー
、
み
ん
な
で
歌
お
う
な

ど
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
13
日
㈰
　
午

後
２
時
開
場
、２
時
30
分
開
演

●
と
こ
ろ
　
吉
田
公
民
館
　

３
階
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
吉
田
フ
ラ

ウ
エ
ン
コ
ー
ル（
宇
佐
美
）☎

０
２
５
６
・
93
・
３
４
６
５

社
交
ダ
ン
ス

楽
し
く
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か

　
楽
し
く
踊
り
、
心
身
と
も

に
健
康
に
な
れ
る
ダ
ン
ス
を

目
指
し
て
、
講
師
か
ら
ス

テ
ッ
プ
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？

●
と
き
　
毎
週
土
曜
日
　
午

後
７
時
～
９
時

●
と
こ
ろ
　
小
池
公
民
館

●
対
象
　
社
交
ダ
ン
ス
を
覚

え
て
み
た
い
人

●
参
加
費
　
月
１
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
鈴
木
）

☎
０
８
０
・
５
２
２
１
・
４

５
４
３

あ
な
た
も「
フ
ラ
」

を
踊
り
ま
せ
ん
か
？

　
フ
ラ
の
癒
さ
れ
る
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
、
楽
し
く
学
び
ま

す
。
日
本
フ
ラ
ダ
ン
ス
協
会

認
定
の
講
師
の
先
生
が
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

●
と
き
　
第
１
、
第
３
木
曜

日
の
午
後
７
時
～
８
時

●
と
こ
ろ
　
燕
市
文
化
会
館

１
階
ス
タ
ジ
オ

●
参
加
費
　
月
２
５
０
０
円

●
申
込
期
限
　
な
し

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
ア
フ
の
会
燕
サ
ー
ク
ル

（
西
片
）☎
０
９
０
・
４
０
７

２
・
０
１
８
６

　一緒に声のボランティア
をしませんか？ 音声訳に興味がある
人。経験がなくても大丈夫！ パソコ
ン操作のみの参加も大歓迎。
●ところ　燕市民交流センター
●対　象　「広報つばめ」音声訳作業に
協力できる人
●内　容

主に「広報つばめ」の音声訳活動
●その他

見学希望は随時対応しています。
●申し込み・問い合わせ　燕音声訳

「七色の会」（滝沢）☎ 090・2249・3694

■
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ

線名 区間 踏切名称 通行止め区分 期間

越後線

分水駅～粟生津駅
三
さ ん じ ゃ く ど

尺土 全面通行止め

～平成28年2月29日㈪一
い っ ち ょ う だ

町田 車両通行止め
長
お さ だ ご し ゃ く ど う

田五尺道 全面通行止め
粟生津駅～南吉田駅 藤

と う く ろ う か み

九郎上 車両通行止め
吉田駅～北吉田駅 砂

す な い り

入 全面通行止め
12月１日㈫～

平成28年３月１日㈫北吉田駅～岩室駅 長
お さ だ

田 車両通行止め
作
さ く え も ん

エ門

弥彦線

吉田駅～西燕駅 見
け ん だ い

対第3
全面通行止め上

かみおおどおりがわ

大通川
12月１日㈫～

平成28年2月29日㈪
西燕駅～燕駅 花

は な み

見第2

燕駅～燕三条駅 井
い ど ま き

戸巻第2 車両通行止め
大
お お し ま

島
　冬期間の踏切道の安全確保と効率的な除雪作業をはかるため、上
記の表に記載してあります踏切を通行止めとします。詳しくは、下
記へお問い合わせください。
●問い合わせ　JR 東日本新潟保線技術センター☎ 025・248・5250

　冬期間、管内 12 カ所の踏切を通行止めにします。皆さんのご協
力をお願いします。正し

ょ
う
が
つ
ば
な

月
花
講
習
会

　
正
月
花
を
生
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
盛も

り
ば
な花
、
瓶へ

い
か花
、
ご
希

望
の
も
の
を
ど
う
ぞ
。

●
と
き
　
12
月
27
日
㈰
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ
　
吉
田
公
民
館

●
対
象
　
燕
市
民

●
定
員
　
20
人

●
参
加
費
　
花か

ざ
い
ひ
材
費
３
０
０

０
円

●
持
っ
て
く
る
物
　
ハ
サ

ミ
、
ぞ
う
き
ん
、
古
新
聞

※
花か

き器
、
花は

な
ど
め留
は
用
意
し
ま

す
が
、
お
持
ち
に
な
っ
て
も

結
構
で
す
。

●
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈰

燕音声訳『七
なないろ

色の会』
会員募集
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知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                　　     　                

             
              知っ得つばめ

　新潟県では、男女が共に働きやすく、仕事と家庭
生活などの両立ができるように職場環境を整えた
り、女性労働者の育成・登用などに積極的に取り組
む企業などを、「ハッピー ･ パートナー企業（新潟
県男女共同参画推進企業）」として登録し、その取
り組みを支援しています。
　ハッピー・パートナー企業に登録すると、男女と
もに「働きやすさ」の向上のために積極的に取り組
む企業としてＰＲでき、優秀な人材の確保や多様な
人材の活用にもつながることが期待されます。
　また、登録企業にはさまざまなメリットがあり、
例えば、新潟県建設工事入札参加審査の加点要件と
なり、一定条件を満たせば、県が発注する物品調達
などにおいて優遇を受けることができます。
　詳しい内容は、新潟県のホームページをご覧くだ
さい。

　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　
　　　　　　　　　　　　　新潟県男女平等推進課
　　　　　　　　　　　　　☎ 025・280・5142

　　市においても、ハッピー・パートナー企業登
　録推進のため、総合評価方式による入札の評価
　項目に「ハッピー・パートナー企業の登録」と
　「女性技術者の雇用の有無」を追加することに
　より、男女共同参画推進を積極的に図っています。

●健康Ｑ & Ａ　

「ピロリ菌」について
燕労災病院
消化器内科　長

ながしま

島藍
あい こ

子

Health

●男女共同参画コラム

ハッピー・パートナー企業をご存知ですか
地域振興課地域振興係

☎0256・77・8361（直通）

　燕市で排出される『可燃ごみ』の種類別割合を調べたところ、最も多いのが『紙・布類』で
平成 26 年度は 64.3％と半分以上を占め、その割合は増加傾向にあります。一方、他市では同
年度の『紙・布類』の割合が家庭ごみで 33.3％、事業系で 44.5％となっており、燕市の『紙・
布類』の割合が非常に高いことが分かります。紙類は可燃ごみではなく、分別して資源ごみと
して排出することで有料袋を使用する必要がありません。
　資源として利用できる紙類は可燃ごみではなく、資源ごみとしての排出をよろしくお願いします。
■問い合わせ　生活環境課環境政策係　☎ 0256・77・8167（直通）

紙類ごみは資源ごみでの排出をお願いします。

Ｑ　

健
診
で
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
と
言
わ

れ
た
の
で
す
が
…
。

Ａ　

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
中
で
生
き
ら

れ
る
細
菌
で
、
胃い
か
い
よ
う

潰
瘍
や
胃
が
ん
が

で
き
る
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
時
期
は
幼
少
期
で
、
井
戸
水
や

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
か
ら
う
つ
る
こ

と
（
経け
い
こ
う
か
ん
せ
ん

口
感
染
）
が
多
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
感
染
期
間
が
長
い
ほ
ど
胃

が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、

な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
除
菌
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

除
菌
療
法
に
も
副
作
用
が
あ
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
が
除
菌
す
る
の
で

は
な
く
、
除
菌
の
効
果
が
期
待
で
き

る
人
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

除
菌
は
ど
う
や
る
の
で
す
か
？

Ａ　

抗
生
物
質
と
胃
酸
を
抑
え
る
薬

を
一
週
間
飲
む
と
、
８
割
程
度
は
除

菌
さ
れ
ま
す
。
２
割
は
抗
生
物
質
に

耐
性
を
も
つ
ピ
ロ
リ
菌
が
存
在
し
て

い
ま
す
の
で
、２
次
除
菌
と
い
っ
て
、

薬
の
種
類
を
変
え
て
も
う
一
度
繰
り

返
し
て
薬
を
飲
ん
で
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ　

除
菌
さ
れ
た
か
は
ど
の
よ
う
に

わ
か
り
ま
す
か
？　

胃
カ
メ
ラ
を
も

う
一
度
飲
ま
な
い
と
だ
め
で
す
か
？

Ａ　

薬
を
飲
み
終
わ
っ
て
１
カ
月
以

上
空
け
た
後
に
、検
査
を
行
い
ま
す
。

よ
く
行
わ
れ
る
検
査
は
尿
素
呼
気
試

験
と
い
う
、息
を
た
め
る
検
査
で
す
。

基
本
的
に
は
も
う
一
度
胃
カ
メ
ラ
で

検
査
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

検
診
な
ど
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

毎
年
受
け
た
方
が
い
い
で
す
か
？

Ａ　

一
度
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
す
る

と
、
除
菌
療
法
を
受
け
な
い
限
り
基

本
的
に
ず
っ
と
感
染
し
た
ま
ま
で
す

の
で
、
検
査
は
二
度
や
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、除
菌
成
功
後
は
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
再
感
染
は
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
検
査
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
除
菌
成
功
後

も
、
感
染
し
て
い
た
期
間
が
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
は

残
っ
て
い
る
た
め
、
定
期
的
な
胃
カ

メ
ラ
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Gender  Equality

新潟県　ハッピー・パートナー企業  検　索



●材料（４人分） 　
アボカド…１個、レモン汁
…小さじ２、ツナ缶…小１
缶、ムキエビ…15 尾、A（酒
…大さじ１、かたくり粉…
小さじ１、塩…少々）、玉
ねぎ…1/4 個、きゅうり…

１本、ミニトマト…８個、B（マヨネーズ…大さじ４、しょうゆ
大さじ…1/2、塩こしょう…少々）、サラダ菜…適宜
●作り方
①アボカドは種と皮を取り、1.5ｃｍの角切りにし、レモン汁
をふりかけておく。／②ムキエビはＡの調味料をまぶして10
分位おき、ゆでて冷ましておく。／③玉ねぎはスライスして水
にさらし、しっかり水気をしぼる。きゅうりは１ｃｍ角に切る。
ミニトマトは半分に切る。ツナ缶は汁気をよく切っておく。／
④飾り用のアボカド、ミニトマトを少し残しておく。／⑤Ｂの
調味料を混ぜ合わせ、材料をあえる。／⑥器にサラダ菜を
しき、⑤を盛り合わせて④を彩りよく飾る。
※好みでわさびを少量加えてもおいしく召し上がれます。

▼
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
、（
例
年

の
こ
と
な
が
ら
）
早
く
や
ら
な
け

れ
ば
と
思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
に
「
大

掃
除
」
が
あ
り
ま
す
。
年
賀
状
が

先
だ
と
か
、
天
気
が
悪
い
か
ら
来

週
に
し
よ
う
と
か
、
手
を
動
か
す

前
に
言
い
訳
ば
か
り
が
頭
に
浮
か

び
ま
す
。
今
年
こ
そ
、「
い
つ
読
む

の
？
」
と
思
う
ほ
ど
た
ま
っ
た
雑

誌
を
「
資
源
ご
み
」
に
出
す
と
こ

ろ
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
ひ
と
で
紹
介

し
た
藤
節
子
さ
ん
。
交
通
事
故
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
日
々
活

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
運
転
は
少

し
緊
張
す
る
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
免
許
を

取
得
し
た
こ
ろ
の
気
持
ち
を
思
い

出
す
こ
と
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
暗
く
な
る
時
間
が

一
段
と
早
ま
り
ま
す
。
ラ
イ
ト
は

早
め
に
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　

▼
表
紙
を
パ
ッ
と
見
て
、
昔
の
写

真
だ
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

特
集
の
取
材
で
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
会
長
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
て
い
た
の

が
、
役
員
の
世
代
交
代
で
す
。
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
は
お
仕
事
や
家

の
こ
と
で
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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Cooking

●
編
集
後
記

かまあ

知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                　　     　                

             
              知っ得つばめ

Culture

●今月の一品●作ってみませんか

アボカドサラダ

　

日
蓮
宗
大
本
山
池い

け
が
み
ほ
ん
も
ん
じ

上
本
門
寺
六
十

二
世
貫か

ん
じ
ゅ首
の
日
昇
師
の
書
幅
で
す
。

「
天
下
の
山さ

ん
せ
ん川　

皆み
な　

我わ

が
有ゆ

う　
　

　

飄ひ
ょ
う
ぜ
ん然と
し
て
孤こ

じ
ょ
う杖　

風ふ
う
し
ゅ趣
多
し　

　

将し
ょ
う
ぐ
ん軍　

底な
に
ご
と事
ぞ　

銀ぎ
ん
び
ょ
う猫を
賜た

ま

ふ

　

縦た
と

え
金き

ん
お
う瓯
を
与
ふ
る
も

　
　
　
　
　
　
　

領り
ょ
う
じ
ゅ受せ
ざ
ら
む
」

　

こ
れ
は
「
源
頼
朝
が
銀
の
猫
と
黄

金
の
仏
像
を
西さ

い
ぎ
ょ
う行
法
師
に
与
え
た

が
、
旅
の
僧
に
銀
猫
は
不
必
要
と
子

ど
も
に
与
え
、
仏
像
だ
け
を
奉
じ
て

旅
を
続
け
、
せ
ば
の
里
（
旧
地
蔵
堂

町
の
古こ

し
ょ
う称
）
を
訪
れ
、
仏ぶ

つ
え
ん縁
を
感
じ

て
小し

ょ
う
ど
う堂を
建
て
て
祀ま

つ

っ
た
」
と
い
う

西
行
伝
説
に
因ち

な

ん
だ
七し

ち
ご
ん
し

言
詩
で
す
。

地
蔵
堂
願が

ん
の
う
か
く

王
閣
の
地
蔵
菩
薩
坐
像

（
燕
市
文
化
財
）
の
胎た
い
な
い内
に
こ
の
黄

金
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
前
期
の
仏
教
界
を
代
表
す
る

人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
日
昇
は
、
良

寛
示じ

じ
ゃ
く寂
の
翌
年
、
天
保
３
年
（
１
８

３
２
年
）に
下し

も
ぞ
ね

曽
根
村（
現
長
岡
市
）

に
生
ま
れ
、
地
蔵
堂
町
（
現
燕
市
地

蔵
堂
本
町
）
の
小
林
家
の
養
子
に
な

り
ま
し
た
。
後
に
小
林
家
の
転
居
で

新
潟
町
（
現
新
潟
市
）
に
移
り
、
仏

門
に
入
っ
て
本ほ

ん
が
く
じ

覚
寺
（
新
潟
市
）
住

職
な
ど
を
経
て
明
治
12
年
に
池
上
本

門
寺
の
貫
首
と
な
り
ま
し
た
。
隠い

ん
た
い退

後
新
潟
に
も
ど
り
、明
治
24
年（
１
８

９
１
年
）60
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

燕市食生活改善推進委員協議会
燕市食育推進計画より
「食を通じたコミュニケーションの推進」
～短時間ででき、彩りも華やかなサラダです～

小林日
につしょう

昇 詩
し

書
しょふく

幅
分水良寛史料館　☎ 0256･97･2428（月曜休館日）

■入館料　 大人 300 円　高校生・学生 200 円 
               小・中学生 100 円　※ 団体割引あり

生活環境課環境政策係　☎0256・77・8167（直通）

ごみ
の
種類

27 年度 10 月 26 年度 10 月 比較増減

収集量 1 人 1 日 収集量 1 人 1 日 1 人 1 日

可燃 1,348 t 532 g 1,366 t 535 g －   3 g ↘

不燃 97 t 38 g 82 t 32 g    6 g ↗

粗大 37 t 15 g 40 t 16 g －   1 g ↘

資源 266 t 105 g 285 t 112 g －   7 g ↘

合計 1,748 t 690 g 1,773 t 695 g －   5 g ↘

ごみの量（27 年度 10 月）

市全体で 25 トンのごみが減りました
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● 「広報つばめ」だけでは物足りないあなたへお送りする「WEB版カメラびゅう」
      http://www.city.tsubame.niigata.jp/about/008999998.html

今年も収穫の秋を祝う「燕市農業まつり2015」が行わ
れました。今年もおいしそうな農産物が各ブースに並び、
たくさんのお客さんで賑わいました。

今
年
も
た
く
さ
ん
の

農
産
物
が
実
り
ま
し
た

●
10
月
25
日　

燕
市
役
所

シニア世代の孫育て講座「じいじ力
りょく

ばあば力
りょく

アップ講
座」が行われました。講師の話に会場内は笑いが絶えず、
とても有意義な講座となりました。

「
祖
父
母
力り

ょ
く

」
に

磨
き
を
か
け
ま
し
た

●
10
月
28
日　

市
役
所
燕
庁
舎

人権擁護委員協議会の皆さんによる人権啓発活動が行わ
れました。法務省の人権イメージキャラクター「人ＫＥＮあ
ゆみちゃん」も駆けつけ、にぎやかな活動となりました。

よ
う
こ
そ
！

人
Ｋけ

ん
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
‼

●
11
月
9
日　

三
方
崎
保
育
園

地域のすごい人からその技術を教わる「体験教室」が文化
祭で開催されました。児童が考えた燕東小学校マスコットキャ
ラクター「アカモン」も初お披露目！

「
ア
カ
モ
ン
」

登
場
！

●
10
月
25
日　

燕
東
小
学
校

今年も「燕市ＰＲ大使ふるさとコンサート」が開催されま
した。フィナーレでは、夕方 6 時のチャイムの音楽「恋ツ
バメ」を 3 人で歌い、奏でました。

ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が

一
体
に

●
10
月
25
日　

燕
市
文
化
会
館

『つばめ「女
ひ と

と男
ひ と

」ふれ愛フェスタ 2015』が行われ、経
済アナリストの森

も り な が た く ろ う

永卓郎さんによる講演会が開催され
ました。笑いが随所に入り、とても楽しいお話でした。

男
女
の
あ
り
方
が
変
わ
る
、

経
済
も
変
わ
る

●
10
月
18
日　

燕
市
文
化
会
館

地域包括支援センター、警察、市の職員による「見守りチー
ム」が、市内の高齢者世帯を訪問し、犯罪や事故の被
害者にならないよう情報提供を行いました。

連
携
し
て

高
齢
者
を
見
守
り
ま
す

●
10
月
13
日
・
19
日
・
20
日　

市
内
各
地

◀燕東小学校
   マスコットキャラクター「アカモン」

●市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。



※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
燕
市
役
所
の
窓
口
へ
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

「声の広報つばめ」 ： 広報つばめを音声にしたものを燕市公式ホームページで聞くことができます（ダウンロードも可）。 燕音声訳「七
なないろ

色の会」の
　　　　　　　　   皆さんのご協力で実施しています。

▲
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。
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▲
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は
有
料
広
告
で
す
。

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

■相談は完全予約制
保険クリニック燕三条店  募集代理店  ㈱エフピーエム
三条市荒町2丁目26番7号　  　0120‐774‐166

■専門家による無料相談会
 ｢保険クリニック燕三条店」では燕市民の皆さんへ生命保険・
損害保険の無料相談会を開催します。保険のプロが中立的な
立場で丁寧にアドバイスします。

生命保険・損害保険の相談

☎ 0256－93－4181 
　　

燕市吉田鴻巣 81番地 1

ドライバー募集
県内・長距離・大型・中型

女性・未経験者大歓迎！　勤務地：吉田営業所または巻営業所

新潟運輸
グループ巻運送株式会社

2015.12.0127

○おくやみ（敬称略・11/1 〜 11/15 届出分）

○おくやみ（敬称略・11/1 〜 11/15 届出分）

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

○窓口延長 Office Hours Extension

住民票、戸籍謄・抄本、印鑑登録および印鑑証明、所得
証明書の発行（申告者のみの交付）、納税ができます。ま
た、パスポートの交付ができます（申請の受け付けはできま
せん）。

12月２日・９日・16日
●窓口延長 毎週水曜日　午後 7時 30分まで

●問い合わせ　市民課窓口係　☎0256・77・8125（直通）

12月13日
●日曜窓口 毎月第2日曜日　正午まで

※燕・分水サービスコーナーでは、窓口延長・日曜窓口
業務は、行っておりません。

●問い合わせ　燕消防署☎0256・66・0119／吉田消防署☎
0256・92・2200／分水消防署☎0256・97・2688

Hospital○休日救急当番医

12月６日㊐
◉小児科こでらクリニック（佐渡）
✚県立吉田病院（吉田大保町）
12月13日㊐
◉山岸耳鼻科（殿島二丁目）
✚松村醫院（新潟市西蒲区）
12月20日㊐
◉小澤医院（秋葉町四丁目）
✚いわぶち整形外科クリニック（吉田東町）
12月23日㊗
◉宮島循環器内科（井土巻四丁目）
✚潟東けやき病院（新潟市西蒲区）
12月27日㊐
◉水澤こどもクリニック（廿六木三区）
✚はすいけ整形外科（廿六木四区）

☎ 0256・63・4159         
☎ 0256・92・5111

☎ 0256・63・8866
☎ 0256・72・1151

☎ 0256・61・1666
☎ 0256・92・1354

☎ 0256・61・6501
☎ 0256・86・3515

☎ 0256・61・3456
☎ 0256・47・6688

◉内科系：午前9時〜午後5時　✚外科系：午前9時〜午後5時

○おたんじょう（敬称略・11/1 〜 11/15 届出分）

●平成 27 年度中の戸籍届出累計件数
婚姻届件数　202 件（29 件）
出生届件数　329 件（41 件）
※（　）は 10 月の届出数

Population and Household  ○人口と世帯など
男　性
女　性
合　計
世　帯

39,899
41,895
81,794
28,746

人
人
人

世帯

（＋     7）
（－   15）
（－     8）
（＋   34）

※平成 27 年 10 月末日現在　（　　）は前月比

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区

星野　弼泰 98 下太田
石田　惣二郎 79 新栄町
松川　謙作 88 中央通五の三
田川　金市 65 小中川
渡邉　富男 73 新生町
久保田　潔 81 花園町
加藤　三郎 82 花園町
加藤　信 86 佐渡山上組
石村　トシ 91 吉田法花堂
伊藤　源治郎 93 吉田東町
前山　スイ 90 吉田下町
長田　ハル 98 吉田弥生町
堀井　薫 68 吉田東栄町
西海土　きく 95 分水新町二丁目
青木　敏 87 分水新町二丁目
山崎　由起子 69 地蔵堂本町二丁目１
田邉　俊治 94 上諏訪
吉田　俊作 85 分水学校町
内山　武美 78 笹曲
川本　幸保 62 一ノ山
中村　彌一郎 92 横田
清野　清二 83 横田
海津　ヨシイ 78 中島
志田　キクエ 87 佐善

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区

長沼　武雄 95 幸町
相澤　狩野 91 幸町
富田　誠 64 白山町一丁目

子の名 ふりがな 保護者 行政区

友梨花 ゆりか 解良　恭兵 南八丁目
稟未 りみ 市川　洵 井土巻一丁目
詞矢 ふみや 原田　雅史 秋葉町四丁目
ひかり ひかり 清水　浩介 水道町四丁目
優心 ゆしん 金子　勇輝 白山町三丁目
真歩 まほ 小林　太郎 下太田
あかり あかり 林　靖明 廿六木三区
諒介 りょうすけ 前山　友人 杉名
芽衣 めい 白石　靖人 吉田鴻巣
いろは いろは 梨本　悟 吉田神明町
楓斗 ふうと 久保田　幸成 吉田栄町
果鈴 かりん 星　豊彦 吉田東栄町
梨央 りお 本間　茂行 吉田東栄町
卓登 たくと 熊谷　裕哉 分水学校町
圭吾 けいご 捧　雅巳 分水東学校町
結菜 ゆな 小皆　崇 横田
結乃 ゆの 大久保　英輔 横田

○休日夜間診療

○県央医師会応急診療所（新潟県三条地域振興局隣）
三条市興野一丁目 13-67　　☎ 0256・32・0909
診療科目　内科・小児科・外科・整形外科
休日受付　日曜日・祝日・お盆・12/31 ～１/ ３
　　　　　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
　　　　　土曜日の午後 2 時～ 4 時 30 分
夜間受付　毎日午後 7 時～ 10 時

○西蒲原地区休日夜間急患センター

新潟市西蒲区巻甲 4363　 　☎ 0256・72・5499
診療科目　内科・小児科・歯科
休日受付　日曜日・祝日・12/31 ～１/ ３
　　　　　午前 9 時〜午後 5 時
夜間受付　毎日午後 7 時〜 10 時（内科・小児科のみ）

Clinic

○新潟県小児救急医療電話相談

専用番号　☎ 025・288・2525または＃８０００ （全国同
一短縮番号）／相談時間　毎日午後７時～ 11 時

燕市松橋 109 番地 3　　☎ 0256・61・3578

小規模多機能型居宅介護事業所
通いを中心に、宿泊、訪問のサービスを提供します。
体験利用も可能
お気軽にご相談ください。

 小規模多機能ホーム

利用者
スタッフ
募集中
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燕
市
長　

鈴
木 

力

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

起業の悩みを　　　　と解決！ズバッ

【燕市特定創業支援事業】
共催：燕市
          燕商工会議所
          日本政策金融公庫
協力：ハート♡美人

ケータイ・スマホでCHECK！ ●お申込み・お問い合わせは

燕市東太田 6984 番地　TEL 0256-61-1507
　　　 http://www.kyoei-shinkumi.jp/

起業したい。でもどこに相談したらいいの・・・
大丈夫！その悩み “きょうえい” がまるごと引き受けます　(^^)/

“きょうえい” はあなたの身近なパートナーです‼

フォローアップセミナーフォローアップセミナーきょうえい創業講座
【とき】12月 19日（土）　　10：00～12：00　【ところ】協栄信用組合本店　会議室

※1時間の講義終了後、専門講師陣による個別相談会を行います！

株式会社サマンサハート　
代表取締役　高橋真由美 氏「営業・集客活動・売上アップの追加構築」

受講料
無料
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　今回は、燕市交通安全協会にて交通指導隊副隊長をしてい
る藤節子さんをご紹介します。今年、活動の功績が認められ、「交
通安全功労者知事表彰」を受けられました。
　これまでの長年の活動を通じてのエピソードや交通安全への
思いなどお話を伺いました。

　「
事
故
を
起
こ
し
て
ほ
し
く
な
い
、

事
故
に
遭あ

っ
て
ほ
し
く
な
い
。
こ
の
一

心
で
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
こ
ん
な
立
派
な
表
彰
を
い
た
だ

き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

　
燕
市
交
通
安
全
協
会
で
交
通
指
導
隊

副
隊
長
と
し
て
活
躍
中
の
藤
さ
ん
。
こ

の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和

40
年
代
こ
ろ
に
交
通
死
亡
事
故
が
急
増

し
た
こ
と
で
、
自
分
に
何
か
で
き
な
い

か
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　「
最
初
は
、
事
故
の
け
が
人
を
助
け

た
い
と
日
本
赤
十
字
社
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
事
故
発
生
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

交
通
指
導
隊
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

　
平
日
は
ほ
ぼ
毎
日
、
通
学
路
な
ど
を

中
心
に
街
頭
指
導
に
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
の
安
全
を
守
る
ほ
か
、
市
内

の
小
中
学
校
な
ど
で
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
あ
る
日
、
ま
ち
で
高
校
生
に
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。『
自
転
車
の
乗
り

方
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
で
す
よ
ね
！

教
え
ら
れ
た
こ
と
は
し
っ
か
り
守
っ
て

ま
す
‼
』　
そ
れ
は
以
前
、
あ
る
小
学

校
で
行
っ
た
自
転
車
教
室
で
教
え
た
生

徒
で
し
た
。
こ
の
活
動
を
し
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
」

　
最
後
に
交
通
指
導
隊
と
し
て
こ
れ
か

ら
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
自
分
の
体
が
続
く
限
り
活
動
し
た

い
で
す
。
燕
市
か
ら
事
故
を
な
く
す
の

が
目
標
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
年
末
で
慌

た
だ
し
く
な
り
ま
す
。
ゆ
と
り
を
も
っ

て
運
転
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

交通事故がなくなってほしい
この一心でこれまで続けてきました

　

12
月
。
気
が
つ
け
ば

今
年
も
あ
と
一
カ
月
。

　

少
々
気
が
早
い
よ
う

で
す
が
、
こ
の
紙
面
を

借
り
て
、
燕
市
役
所
の

年
末
の
窓
口
業
務
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

12
月
29
日
は
例
年
ど

お
り
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

業
務
を
行
い
ま
す
が
、

12
月
30
日
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
か
か
る
電
算

シ
ス
テ
ム
の
変
更
作
業

を
行
う
た
め
、
午
前
8

時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

の
午
前
中
で
窓
口
業
務

を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
12
月
15
日

号
の
広
報
つ
ば
め
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

藤　節子さん
ふじ・せつこ（吉田東栄町）
●平成 27年度交通安全知事表彰受賞

（燕市交通安全協会交通指導隊副隊長）

◀市内小学校
で自転車の正
しい乗り方を
児童に教えて
いる藤さん。


